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日本 語研 修 コー ス

深見兼孝

[修了者]

第40期 生(2005年4.月 一2005年9月)[14名]

氏名 呼び名 国籍 専攻 大学

Vi㎡kka伽Karo甑 ケサヴァデ ヴ インド 造船学 広島大学

Kesavadev

ArdyonoPnyadiア ル ディヨノ インドネシア 電気工学 広島大学

AgusSyadpHi(切atア グス インドネシア 経済学 広島大学

ぬ偽Yapaロ シャン スリランカ 統計学 広島大学

Pathi㎜ahalage

RoshanDharshana

㎞,LizaCastroリ ザ フィリピン 法学 広島大学

DoTienThinhテ ィエンティン ベ トナム 建築工学 広島大学

Souhgnavongラ ッサニポン ラオス 教育学 広島大学

Latsanyphone

翫oisJuheジ ュリ カナダ 国際関係 広島大学

Eghbal,Mehdiメ ヘ ディ イラン 電気工学 広島大学

Kahraman,Barisバ ル シュ トル コ 日本語学 広島大学

Kany珂iFranciscoカ ニンジ ザンビア 獣 医学 広島大学

IlemobayoI魚(切oイ レモバ イヨ ナイジェリア 環境化 学 広島大学

Oguntirnehin

ChangFon,Addanaア ドリアナ ペル ー デザイン工学 広島市立大学

silvia

Nh㎜PhongT㎜ ファントゥアン ベ トナム 経営管理 広島大学
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[修了者]

第41期 生(2005年10.月 一2006年3.月[16名]

氏名 呼び名 国籍 専攻 大学

LeeHooEngリ ー マレーシア 商学 広 島大学

PatinoJoseア レハンドロ ベネズエラ 国際経 営 広 島大学

Al句an(壮o

Al㎜Khandkerア ラム バングラディッシュ 経済学 広島大学

Masudul

Nhkaewモ ンチャノック タイ 英語科教育 広島大学

Monchanok

YUQingpingユ イ 中国 教育評 価 広島大学

MaoLixingモ ウ 中国 教育行政学 広島大学

Mangabat,Ma㎡tesマ リテス フィリピン 教材開発(物 理)広 島大学

Dipasupil

K㎞0㎞marZawキ ン ミャンマー 社会科(地 理)広 島大学

LopesSalcedoLuisル イス メキシコ 算数 教育 広 島大学

Er㎡que

ZalynaiteRasaラ サ リトアニア 英語教 授法 広 島大学

FazalRabiラ ビ アフガニスタン 教育方法 広 島大学

Y㎜Y㎜ ユアンユアン 中国 日本 の教育管理 広 島大学

Fa㎞IyMoh㎜edモ ハメド エジプト 生物資源 開発学 広 島大学

曹志生 ソウ 中国 分子生命機能科学 広島大学

紬m記Moh繍 アーメッド エジプト 生物資源 開発学 広 島大学

AbdelMageed

Mohammad

LeonardOmondiオ ペル ケニア 理科教 育 広島大学

Qpel
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第40期(2005年4.月 一2005年9月)予 定表

期 日 行 事/試 験 等 見 学(総 合 演習)備 考

4/84/8(金)4/9(土)東 広 島オ リエンテー

9=30オ リエ ンテーション(K308)シ ョンバスツアー

4/11-4/154/11(月)4/11(月)

11=00開 講 式(教 育学 部 第3・4会 議室)11=30ホ ス トファミリー案 内

(K308)

4/18-4/224/22(金)4/22(金)

広 島市17=30ホ ス トファミリー 対面 式

4/25_4/2g4/29(金)公 休 日

5/2-5/65/3(火)～5/5(木)公 休 日

5/9-5/13

5/16-5/20

5/23-5/275/27(金)

宮 島

5/30-6/3

6/6-6/106/9(木)中 間試 験

専 門 用語 解 説 開 始

6/13-6/17

6/20-6/24

6/27-7/1

7/4-7/87/8(金)

マツダ

7/11-7/15

7/18-7/227/18(月)公 休 日

7/25-7/29

8/1-8/31夏 休 み

9/1-9/29/1(木)期 末試 験

9/2(金)特 別 講義

9/5-9/79/5(月)-9/6(火)特 別講 義

9/7(水)

13=30修 了式(教 育 学部 第3・4会 議室)

14=00成 果発 表会(")
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第41期(2005年10.月 一2006年3月)予 定表

期 日 行 事/試 験 等 見学(総 合演 習)備 考

10/11-10/1410/11(火)10/12(水)

11:00オ リエンテーション(K308)11:30ホ ス トファミリー案 内

10/12(水)(K308)

11=00開 講 式(教 育 学 部第3・4会 議 室)

10/17-10/2110/21(金)10/21(金)

広 島市17:00ホ ス トファミリー対 面 式

10/24-10/28

10/31-11/411/3(木)公 休 日

11/7-11/1111/10(木)「 専 門 用語解 説 」開始11/12(土)

(～1/26)10:00国 際 交流会 館 防 災訓 練

11/14-11/18

11/21-11/2511/25(金)11/23(水)公 休 日

宮 島

11/28-12/2

12/5-12/912/7(水)中 間試 験

12/12-12/16

12/1g_12/2312/23(金)公 休 日

12/26-1/6冬 休 み

1/9-1/131/14(土)・15(日)1/9(月)公 休 日

国際 交 流キャンプ

(江 田島)

1/16-1/201/20(金)

マツダ

1/23-1/27

1/30-2/3

2/6_2/102/11(土)公 休 日

2/13-2/172/15(水)期 末試 験

2/20-2/24特 別 講義

2/27-3/12/27(月)・28(火)特 別 講 義

3/1(水)

13:30修 了式(教 育学 部第3・4会 議 室)

14:00成 果 発 表会(")
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講師一覧

第4◎期(2◎⑪5年4丹 一2⑪05年9月)

専任 浮瞬三郎 玉岡賀津雄 多和瞬翼一郎 中州正弘 深見兼孝

非常勤 伊ケ崎泰枝 石井敬子 今石正人 後藤美知子 佐藤道雄

[専門粥語解説]

金源達夫(国際協力研究科)熊 谷元(国際協力研究科)小 松正昭(国際協力研究科)

酒井弘(教育学研究科)佐 久川弘(生物圏科学研究科)菅 野俊介(工学研究科)

西谷元(社会科学研究科)濱 田邦裕(工学研究科)原 ㊧耕一(総合科学部)

平川幸子(国際協力研究科)松 尾雅綱(国際協力研究科)森 元淳夫(工学研究科)

絵利野直人(工学研究科)

第41期(2005年10月 一2006年3月)

専任 浮田三郎 玉岡賀=津雄 多和田眞一郎 中川正弘 深見兼孝

非常勤 伊ケ崎泰枝 石井敬子 今石正人 後藤美知子 佐藤道雄

[専門用語解説]

植田敦三(教育学研究科)木 梨陽康(先端物質科学研究科)金 原達夫(国際協力研究科)

古賀一博(教育学研究科)小 松正昭(国際協力研究科)曾 余田浩史(教育学研究科)

蔦岡孝則(教育学研究科)中 野和光(教育学研究科)二 宮皓(教育学研究科)

深濁 青治(教育学研究科)古 澤修一(生物圏科学研究科)前 原俊信(教育学研究科)

柳瀬陽介(教育学研究科)由 井義通(教育学研究科)吉 村幸則(生物圏科学研究科)
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日本 語 教 育部 門:日 本 語 ・日本 事 情

(2005年4月 ～2006年3月)

田 村 泰 男

1.授 業科 目一覧

・東広島キャンパス

開 設 学期別週授業時数

授 業 科 目 単位数 前 期 後 期 備 考

総合 日本語初級IA1。122広 島大学外国人留学生のための授業で

総合 日本語初級IB1・122あ る・

総合 日本語初級IC1・122

総合 日本語初級璽Al・122

総合 目本語初級HB1・122

総合 日本語初級豆C1・122

総合 日本語中級IA12

総合 日本語中級IB12

総合 日本語中級IC12

総合 目本語中級ID12

総合 日本語中級IE12

総合 日本語中級 夏F12

総合 日本語中級璽A12

総合 日本語中級HB12

総合 日本語中級HC12

総合 日本語中級HD12

総合 日本語中級HE12

総合 日本語中級豆F12
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・霞キャンパス

開 設 学期劉週授業時数

備 考授 業 科 目

単位数 前 期 後 期

総合 日本語初級IA1。122広 島大学外国人留学生のための授業で

総合 日本藷初級IBl・122あ る・

総合 日本藷初級 聾Al・122
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2.授 業内容

(東広島キャンパス)
・レベル1

授業科 目 総合 日本語初級IA・IB・IC

担当教官 石原 淳也 ・深見 兼孝 ・堀田 泰司 ・山中 康子

目 標 かな及び基本的な漢字の読み方 ・書き方、初歩的な文法を習得

させる。

内 容L文 字の導入2基 本文型の導入

3。音読練習4.口 頭及び筆記による応用練習

テキス ト 「みんなの日本語初級1本 冊」(ス リーエーネ ットワーク)

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

・レベル2

授業科 目 総合 日本語初級HA・HB・HC

担当教官 田村 泰男 ・中鯛 正弘 ・下村 真理子

目 標 初級後半 レベルの基礎的な語彙 ・文型 ・表現を学習し.併 せ て種々

の場面に応 じた実用的な日本語表現能力を習得 させる。

第1週 一第5週

依頼表現.可 能表現.継 続 ・習慣の表現.理 由の表現.意 志 ・予

内 容 器鰐 蔽 撃 騨/醐 糧表獄忠告の規

第6週 一第1⑪週

時間表現、付帯状況 の表環、条件表現.目 的 ・目標 の表環、状態

変化 の表現、受身表現.形 式名 詞、理 由 ・原 困の表 現、疑 問詞疑

問文.試 行 の表環.テ ス ト(2)

第 獺週 一第15週

授受表現、 目的の表現.様 態 の表現、移動 の表現、難易表 現、伝

聞表環.使 役表環、敬語.テ ス ト(3)

テ キス ト 「み んなの 日本語初級 蓋 本冊」(ス リーエーネ ッ トワー ク)

戒績評 価 の方法 出席 ・試験 ・宿題

一86一



・レベル3

授 業科 目 総合 日本語 中級IA・IB

担 当教官 浮 田 三郎 ・渡部 浩見

目 標 中級 レベルの長文 を読み.内 容 を理解す る能力 を身 に付 ける。今 ま

で に学んだ基本的な表現 を使 って、 日本語で議論 を した り自分 の意

見 を表現で きるよ うにす る。

内 容 扱 う内容は以下の通 り。

第1週 ～第7週

グラフの読み方、旅 行、手紙、手紙の書 き方.買 い物.テ ス ト(1)

第8週 ～第15週

祭 り.プ レゼ ン ト.ア ンケー ト.ア ンケー トの方法、テス ト(2)

テキス ト 「トピックによる 日本語総合演習 ・中級髄期」

(ス リーエ ーネ ッ トワー ク)

成績評価 の方法 出席 ・試 験 ・宿題
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内 容 その課に出て くる文製 語彙等について解説を加えた後・長文を
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・レベル4

授業科 目 総合 日本語 中級11A・11B

担 当教官 田村 ・泰男 ・坂 田 光美

目 標 中級 レベルの文法 ・語彙 ・表現 の定着 を図る とともに長文読解能力

を養成す る。

トピ ックに基づいて書かれた 日本語 中級学習者用 の読解教材 を読み

進み なが ら、 中級 レベルの文型 ・語彙 ・表現 を学習す る。

内 容 授業で は、特 に次の語彙 ・表現の解説 を行 う。

～ ざるをえない、～ よ うになる、で きるだ け～、～おか げで、
～ のよ うに、～ よ りもむ しろ～の ほ うが、～ こ とだ、～ のだ、
～ とはな しに～ してい る と、か えって～、せ めて～た ら、
～す るやい なや、お/ご ～、た とえ～て も、～(と)し てい る、
～が ち、～た/だ 上で、～ わけにはいか ない、～ うちに、
～た途端、～かね ない、～ とのこ とで ある、～ にわた って、
～ とともに、 まるで～ よ うだ、～ さ/～ み/～ め

テ キス ト 「日本語 中級読解新版」(ア ル ク)

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

授業科 目 総合 日本語 中級11C

担 当教官 山中 康子

目 標 ニ ュース の聞 き取 りを通 じて、ニ ュース に特有 な表現 ・語彙 に

慣れ、必要 な情報 を選択す る能力 を養 うとともに、 日本社会 に対

す る知識 を増やす こ とを 目的 とす る。

内 容(前 半)短 文聴解 日常的 な話題 の聴解

1.自 然2.事 故3.生 活4.社 会

(後半)長 文聴解総合的 な話題 の聴解

1.社 会経済2.政 治3.医 学4.ス ポー ツ

成績評価の方法 中間試験、期末試験、及び 出席状況 を考慮 して評価す る。
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目 標 中級 レベルの文法 ・語彙 ・表現の定着を図るとともに長文読解

能力を養成する。

内 容 讐黎輪項膿 籠欝 授難 奪欝 撫 部襲作筋
解説 を行 う。 なが ら、まい、わ けだ、で も、ほ ど、な ら、て も、て く

る、て しま う、なが ら、 よ う、が る、 ことにす る/な る、～ とか～ と

か、てたま らない、 ばか り、 ものだ、てみ る、 中、～ し～ し、か も

しれ ません、つ も り、 くらい、なければな らない、まま、～ か ら～ に

か けて、 ものの、～や ら～や ら、につれて、～ば～ほ ど、 として、に

よって、 ところ、 に とって、 はず、 さえ、 うち

目 標 身近 な トピ ックによ り、 日本 に対す る理解 を深 める とともに、多様

な場面や状況 を理解 し、語彙 を増やす。聞 き取 りだ けで な く、多角

的 な練習 によ り、総合的 な 日本語 の力 を仲 ばす。

教材 を聴 く前 に先ず、

(1)イ ラス トに よって、教材 の内容 を概観 す る。
内 容(2)関 連語彙 や、背景 とな る知識 を導入 す る。

(3)教材 の内容 に関す る短い文章 を読み、 クイズに答 える。

教材 を聴いた後

(4)タス クに答 える。

(5)話題 に関連 した補 足説 明 を読み、知識 を深 め る。

(6)語彙 、表 現の定着 を図 るために、 口頭 練習 を行 う。

(7)音声言語 としての 日本語 についての理解 を深 め る。

テ キス ト 「毎 日の聞 き取 りplus40上 」(凡 人社)
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・レベル5

授業科 目 日本語聴解特別演習A

担当教官 深見 兼孝

目 標 現代 日本のさまざまな問題を取 り上げた時事エ ッセイの聴解能力を

養い、併せてそれに特有の語彙 ・表現を学習する。

内 容 次のような段階を踏んで、内容を理解する練習を行 う。

後にそれを文字化 したものを読み、理解を補 う。

1)キ ーワー ドの理解 と聞き取 り

2)概 要の把握

3)細 部の聞き取 り

さらに、重要語句の使い方について練習する。

テキス ト 市販の中 ・上級用教材の一・部と付属のテープ。お よび担当者の自主

教材。

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

内 容 二子一スを聞き・次の段階を踏樋 その内容を理解する縮 鑑
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目 標 日本語で文章を綴 ることに慣れ、自分たち外国入の 日本語を日本人

の 日本藷 と比較分析す ることで 日本語の理解を深める。

自分の使 う目本語をはっき りと目に見える形にす るために、毎週 目

内 容 講 鵡製薫階 鵬2膨 臨裟難 欝謄 曹
分の 日本語の問題点を考える。授業ではそれ らの 日本語作文か ら間

違っている文.あ るいは侮か問題がある文を例に選び、時には何通

りもある書き直し方や関連す るさまざまな文法.表 現の例 と比較 し

ながら.日 本人の日本語がどのような感覚、心理、考え方を土台 と

しているかを分析 し.さ まざまな文体的事象について解説 していく。

前期は目本語への翻訳、要約を多 く扱 う。

目 標 日本語で文章を綴 ることに慣れ、自分たち外国人の 日本語を旨本人

の 日本語 と比較分析す ることで 日本語の理解を深める。

内 容 且講 講翫 ε聯 誘鰹 囎論鋤 審 謄
自分の 日本語の問題点を考える。授業ではそれ らの 日本語作文か ら

間違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び.時 には何

通 りもある書き直し方や関連するさまざまな文法、表現の例 と比較

しながら、日本人の 日本語がどのような感覚.心 理.考 え方を土台

としているかを分析 し.さ まざまな文体的事象について解説 してい

く。後期は報告文、説明文を多く扱 う。

成績評価の方法 提出作文、テス ト
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目 標 日本の諺 を教材にして、時には世界各国の諺 と対照比較 し、日本語

的な表現法、比喩表現の面白さ、日本的な考え方、 日本の文化や風

土などの理解を目指す。

日本の代表的な諺を、時には世界各国の諺 と対照比較 しながら、留

内 容 学生達の意見を発表 してもらい、ディスカッションする。 日本語的

な表現法を学習し、各々の諺が持っているテーマや特徴を、簡単な

クイズ形式の設問を用いて、考えてみる機会を与える。

テーマ別には、以下に掲げる通 りである。

1.諺の表現法2.親 と子3.夫 婦4.恋 愛

5.油断と用心6.欲7.酒8.友9.秘 密

テキス ト 自主教材、金子武雄 『日本の諺』(1982年)等

成績評価の方法 授業への出席状況とレポー トによって評価する。

授業科 目 日本語表現特別演習B

目 標 日本の諺 を教材にして、時には世界各国の諺 と対照比較 し、日本語

的な表現法、比喩表現の面白さ、日本的な考え方、 日本の文化や風

土などの理解を目指す。

内 容 晶㌶霧 鱗 濃 聯 勢 難型粥 霧指籍
的な表 現法を学習 し、各 々の諺 が持 ってい るテーマや特徴 を、簡単

な クイズ形 式の設 問 を用いて、考 えてみ る機会 を与 える。テーマ別

には、以下に掲 げ る通 りであ る。

1.睡眠2病 気3.生 死4.季 節5.天 候

6.学者7.教 育8.義 理9.動 物 と比喩

テキス ト 自主教材 、金 子武雄 『日本 の諺 』(1982年)等

成績評価 の方 法 授 業への出席状 況 とレポー トに よって評価 す る。
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授業科 目 日本語語彙特別演習A

担当教官 田村 ・泰男

目 標 常用漢字に採択されている漢字の訓読みや慣用句、擬i音語 ・擬i態語

を学習することによって、より自然な日本語表現能力の習得を目指

す。

内 容1.漢 字の訓読み

2.同訓異字

3.各種比喩表現

4.身体語彙を使った慣用句

5.動植物の語彙を使った慣用句

6.擬音語 ・擬態語

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題

授業科 目 日本語語彙特別演習B

担当教官 田村 ・泰男

目 標 慣用的な読み方をする漢字や類義語、接頭辞 ・接尾辞などを学習す

ることによって、 日本語での表現能力を高めるとともに、各種類意

表現のもつ意味上の微妙な違いについての理解をはかる。

内 容1.特 別な読み方をす る漢字

2.送り仮名によって読み方の違 う漢字

3読 み方が二通 りある漢字熟語

4.国字5.畳 語6.類 義語 ・類意表現

7若 者語8.外 来語9接 頭辞 ・接尾辞

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題
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日本映画 ・アニ メー シ ョンを見てい く中で、1)日本語 の音声 に関す

目 標 る解説お よび聞 き取 り練習 を行 うこ と、2)セ リフに出て くる語 の用

法 ・意味の解説 を通 じて語彙 を増やす こ と、3)映 画 の中で出演者 が

なぜそ のよ うに振 る舞 うか とい うこ とを通 じて 日本人 の考 え方 を理

解す るこ と、4)映 画 の中で扱 われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化

を知 るこ とを 目標 とす る。

内 容 第1週 ご第9週
「金融腐食 列島」を最後 まで見た後 、 もう一・度最初 か ら少 しずつ

音声、語彙、行動等 について質 問、解説 を行 う。

第10週 一第15週
「うる星やつ ら」 を見た後、 も う一・度最初か ら少 しずつ音声、

語彙、行動等 について質 問、解説 を行 う。

日本映画 ・アニ メー シ ョンを見てい く中で、

1)日本語 の音声 に関す る解説お よび聞き取 り練習 を行 うこと

目 標2)セ リフに出て くる語 の用法 ・意 味の解説 を通 じて語彙 を増やす

こ と

3)映画 の中で出演者 がなぜ その よ うに振 る舞 うか とい うことを通 じ

て 日本人の考 え方 を理解す るこ と

4)映 画 の中で扱 われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化 を知 る ことを

目標 とす る。

内 容 映画 ・アニメーシ ョンを見た後、 も う一・度最初 か ら少 しず つ音 声、

語彙、行動等 について質問、解説 を行 う。
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・日本事情

授業科 目 日本の社会 ・文化A

担 当教官 中矢 礼美

目 標 この授業 の 目標 は、現代 日本 にお ける特徴 的な社会現象 あるい は問

題 を とりあげ、社会学、生命倫理 学、教 育学 の視 点か ら読 み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

内 容1.2.若 者 のライ フス タイル と職業意識

3.4.日 本 にお ける 「中流階級文化」

5.6.ジ ェンダー フ リー7.試 験

8.9.生 命倫理10.11.12.現 代家族 の様相

13.14.現 代の教育課題 と教育改革15.試 験.

テ キス ト テ キス トは特 にな し。毎 回の授業テーマ に沿 った資料 を コピー して

配布す る。

成績評価の方法 出席50%、 試験50%

授業科 目 日本の社会 ・文化B

担 当教官 中矢 礼美

目 標 この授業 の 目標 は、現代 日本 にお ける特徴的 な社会現象 あるい は

問題 を とりあげ、社会学、教育学、人類学 の視点か ら読み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

1.2.メ デ ィア とは何か

内 容3.4.サ ブカルチ ャー とは何か

5.6.少 年犯罪

7.試 験

8.9.男 性学 と女性学

10.11.教 育 問題一不登校 ・学級崩壊

12.13.14.観 光人類 学一観 光の しかけ ・観光 が作 り出す文化

15.試 験

テ キス ト テ キス トは特 にな し。毎 回の授業テーマ に沿 った資料 を コピー して

配布す る。

成績評価の方法 出席50%、 試験50%
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目 標 日本の地域 と文化を理解すること。

内 容 鷺富 欝族驚 藩 磐鱒 毒饗籠 響即
DVDな どを使 って,実 際の映像 か ら 日本 の地域 や文化 を広 く理解

す る。 また,ゲ ス トを招いて,さ まざま な地域 の紹介や討論 を行

う。地域 と文化Aで は,日 本の南 の地域(東 京か ら南)を 中心 に紹介

す る。

目 標 日本 の地域 と文化 を理解す るこ と。

内 容 地域 と文化Aと 引き続 き,広 島大学の留学生を対象 に,日 本 の地域

と文化 を紹介す る。地域の文化 遺産,風 土,人 々の生活 を探 ってい

く。授業 では,ビ デオ,DVDな どを使 って,実 際 の映像 か ら日本

の地域や文化 を広 く理解す る。また,ゲ ス トを招 いて,さ ま ざま

な地域 の紹介や討論 を行 う。地域 と文化Bで は,日 本 の北の地域

(東 京 よ り北)を 中心 に紹介す る。
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・特 定研究

目 標 一連 の特別講義、お よび見学 ・実習か ら、高度 な 日本語 の知識や

運用能力 を身 に付 け、 日本 お よび広島周辺の社 会 ・文化 につ いての

理解 を深 める。

内 容 日本語 ・日本文化研 修プ ログラムの一環 として、 日本語 ・日本文化

に関す る講義、 日本お よび広島周辺地域にお ける社 会、産 業、文化

を理解す るた めの実地研修 な らび に研究指導 を行 な う。

オ リエ ンテー シ ョン、 日本語 ・日本文化特別講義1～VI、

地域研修1～VI、 研 修 レポー ト構想 発表

成績評価の方法 出席 ・レポー ト ・宿題

目 標 一連 の特別講義、お よび見学 ・実習 か ら、高度 な 日本語 の知識や運

用能力 を身 に付 け、 日本 お よび広島周 辺の社 会 ・文化 につ いての理

解 を深 める。

日本語 ・日本文化研 修プ ログラムの一環 として、 日本語 ・日本文化

内 容 裁 鰹 賜難緩 慰階購 宴再縢 躾 文化
オ リエ ンテー シ ョン

研修 レポー ト構想発表

日本語 ・日本文化特別講義VII～XII

地域研修VII～XII

研修 レポー ト要 旨発表

成績評価の方法 出席 ・レポー ト ・宿題
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(霞キャ ンパ ス)
・レベル1

授業科 目 総合 日本語初級IA

担 当教官 山中 康子

目 標 か な及び基本的 な漢字 の読み方 ・書 き方、初歩 的な文法 を習得 させ

る。

内 容1・ 文 字の導入
2基 本文型 の導入

3.音読練習

4.口頭及 び筆記 に よる応用練習

テ キス ト 「みん なの 日本語初級1本 冊」(ス リーエーネ ッ トワー ク)

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題
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・レベル2

授業科 目 総合 日本語初級11A

担当教官 渡部 浩見

目 標 初級後半 レベルの基礎的な語彙 ・文型 ・表現を学習 し、併せて種々

の場面に応 じた実用的な日本語表現能力を習得させる。

第1週 一第5週

依頼表現、可能表現、継続 ・習慣の表現、理由の表現、意志 ・予

内 容 器螺 灘 摯 噛 司/他動言雛 量表鼎 告の親

第6週 一第10週

時 間表現、付帯状況の表現、条件表 現、 目的 ・目標 の表現 、状態

変化の表現、受身表現、形式名 詞、理 由 ・原 因の表現 、疑 問詞疑

問文、試行の表現、テス ト(2)

第11週 一第15週

授受表現、 目的の表現、様 態の表現、移動 の表 現、難易表現 、伝

聞表現、使役表現、敬語、テス ト(3)

テ キス ト 「みん なの 日本語初級11本 冊」(ス リーエーネ ッ トワー ク)

成績評価 の方法 出席 ・試験
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日 本 語 教 育 部 門:留 学 生 関 係 科 目

(2005年4月 ～2006年3月)

田 村 泰 男

1.授 業 科 目一 覧

・東 広 島 キ ヤ ンパ ス

開 設 学 期 別 週 授 業 時 数 備 考

授 業 科 目

単 位 数 前 期 後 期

広 島 大 学 短 期 交ElementaryJapaneseIA22

換 留 学 生 の た め

ElementaryJapaneseIB22の 授 業 で あ る ・

ElementaryJapaneseIC22

ElementaryJapaneseID22

ElementaryJapaneseIIA2・222

ElementaryJapaneseIIB2・222

ElementaryJapaneseIIC2・222

1nte㎜ediateJapaneseIA22

1ntermediateJapaneseIB22

1nte㎜ediateJapaneseIC22

1nte㎜ediateJapaneseID22

1nte㎜ediateJapaneseIE22

1nte㎜ediateJapaneseIF22

1nte㎜ediateJapaneseIIA22

1nte㎜ediateJapaneseIIB22

1nte㎜ediateJapaneseIIC22

1nte㎜ediateJapaneseIID22

1nte㎜ediateJapaneseIIE22

1nte㎜ediateJapaneseIIF22
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AdvancedJapaneseA(Listening)22

AdvancedJapaneseB(Listening)22

AdvancedJapaneseA(Analysis)22

AdvancedJapaneseB(Analysis)22

AdvancedJapaneseA(Expression)22

AdvancedJapaneseB(Expression)22

AdvancedJapaneseA(Classical)22

AdvancedJapaneseB(Classical)22

AdvancedJapaneseA(Lexical)22

AdvancedJapaneseB(Lexical)22

AdvancedJapaneseA(Cinema)22

AdvancedJapaneseB(Cinema)22

JapaneseSocietyandCultureA22

JapaneseSocietyandCultureB22

JapaneseThoughtandPhilosophyA22

JapaneseThoughtandPhilosophyB22

JapaneseCommunityandCultureA22

JapaneseCommunityandCultureB22
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2.授 業内容

(東広 島キャ ンパ ス)
・レベル1

授業科 目El農m錐 翰wJ繍 鵬捻e$dA・ 夏B・IC・ID

担 当教官 堀 田 泰 司 ・渡辺 久美

目 標 かな及び基本的 な漢字 の読み方 ・書 き方、初歩的 な文法 を習得

させ る。

内 容L文 字の導入2基 本文型 の導入

3者 読練習4.口 頭及び筆記 による応用練習

テ キス ト 「み んなの 日本語初級1本 冊」(ス リーエーネ ッ トワー ク)

成績評価 の方法 出席 ・試験 ・宿題

・レベル2

授業科 目E1聯m錐 倣yJ即 鐵総dlA・IIB・IIc

担 当教官 恒松 直美 ・松崎 寛

目 標 初級後半 レベル の基礎 的な語彙 ・文型 ・表 現 を学習 し.併 せ て種 々

の場面 に応 じた実用的 な 日本語表現能力 を習得 させ る。

第1週 一第5遍

依頼表現.可 能表現.継 続 ・習慣 の表現.理 由の表現、愈志 ・予

内 容 器鰐 灘 撃 騨/欄 推量表獅 告の規

第6週 一第1⑪週

時間表現、付帯状況 の表環、条件表現.目 的 ・目標 の表環、状態

変化 の表現.受 身表現.形 式名 詞、理 歯 ・原 困の表 現、疑 問詞疑

問文.試 行 の表環.テ ス ト(2)

第11週 一第15週

授受表現.目 的の表現.様 態の表現、移 動の表現.難 易表 環、伝

聞表境.使 役表規.敬 語、テ ス ト(3)

テ キス ト 「み んなの 日本語初級H本 冊」(ス リーエーネ ッ トワー ク)

成績評価 の方法 出席 ・小テ ス ト ・宿題 ・中間期末試験
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・レベル3

授業科 目IntermediateJapaneseIA●IB

担 当教官 石原 淳也

目 標 中級 レベル の長い文章 を読み、それ が何 を伝 えよ うとした ものであ

るか を確実 に読み とる読解力 を身 に付 け、 さらにそ の内容 を的確 に

言語表現で きる能力 を養 うこ とを 目標 とす る。

内 容 その課に出て くる文製 語彙等について解説を加えた後・長文を
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・レベル4

授業科 目IntermediateJapaneseIIA●IIB

目 標 中級 レベル の文 法 ・語彙 ・表 現の定着 を図 るとともに長文読解

能力 を養成す る。

トピ ックに基づいて書かれた 日本語 中級学習者用 の読解教材 を読

内 容 禦 雛 礎 議 ㌘撫讐 魏叢謂雛 雛薫
を行 う。 なが ら、 まい、 わけだ、で も、 ほ ど、 な ら、て も、て くる、

て しま う、 なが ら、 よ う、が る、 こ とにす る/な る、～ とか～ とか、

てた ま らない、 ばか り、 ものだ、てみ る、 中、～ し～ し、か も しれ

ません、つ も り、 くらい、なけれ ばな らない、まま、～ か ら～ にかけ

て、 ものの、～や ら～や ら、につれて、～ば～ほ ど、 として、によっ

て、 ところ、 に とって、 はず、 さえ、 うち

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

授業科 目IntermediateJapaneseIIC

目 標 身近 な トピ ックによ り、 日本 に対す る理解 を深 め るとともに、多様

な場面や状況 を理解 し、語彙 を増やす。聞き取 りだけでな く、多角

的 な練習 によ り、総合的 な 日本語 の力 を仲 ばす。

内 容 る樵 綿獣齢 錨 繕 鳥 教総聯 鵜
す る短い文章 を読み、 クイズ に答 える。

教材 を聴いた後、(4)タ ス クに答 える。(5)話 題 に関連 した補足説 明

を読み、知識 を深 め る。(6)語 彙 、表現の定着 を図 るた めに、 口頭練習

を行 う。(7)音 声言語 としての 日本語 についての理解 を深 め る。

テ キス ト 「毎 日の聞 き取 りplus40上 」(凡 人社)

成績評価の方法 試験、 出席、課題
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授業科 目IntermediateJapaneseIID●IIE

担 当教官 田村 ・泰男

目 標 中級 レベルの文法 ・語彙 ・表現 の定着 を図る とともに長文読解能力

を養成す る。

トピ ックに基づいて書かれた 日本語 中級学習者用 の読解教材 を読み

進み なが ら、 中級 レベルの文型 ・語彙 ・表現 を学習す る。

内 容 授業で は、特 に次の語彙 ・表現の解説 を行 う。

～ ざるをえない、～ よ うになる、で きるだ け～、～おか げで、
～ のよ うに、～ よ りもむ しろ～の ほ うが、～ こ とだ、～ のだ、
～ とはな しに～ してい る と、か えって～、せ めて～た ら、
～す るやい なや、お/ご ～、た とえ～て も、～(と)し てい る、
～が ち、～た/だ 上で、～ わけにはいか ない、～ うちに、
～た途端、～かね ない、～ とのこ とで ある、～ にわた って、
～ とともに、 まるで～ よ うだ、～ さ/～ み/～ め

テ キス ト 「日本語 中級読解新版」(ア ル ク)

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

授業科 目IntermediateJapaneseIIF

担 当教官 坂 田 光美

目 標 ニ ュース の聞 き取 りを通 じて、ニ ュース に特有 な表現 ・語彙 に

慣れ、必要 な情報 を選択す る能力 を養 うとともに、 日本社会 に対

す る知識 を増やす こ とを 目的 とす る。

内 容(前 半)短 文聴解 日常的 な話題 の聴解

1.自 然2.事 故3.生 活4.社 会

(後半)長 文聴解総合的 な話題 の聴解

1.社 会経済2.政 治3.医 学4.ス ポー ツ

成績評価の方法 中間試験、期末試験、及び 出席状況 を考慮 して評価す る。
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・レベル5

授業科 目AdvancedJapaneseA(Listening)

担 当教官 深見 兼孝

目 標 現代 日本 のさまざま な問題 を取 り上 げた時事エ ッセイの聴解能力 を

養い、併せてそれ に特有の語彙 ・表現 を学習す る。

内 容 次 のよ うな段階 を踏んで、 内容 を理解す る練習 を行 う。

後 にそれ を文字化 した もの を読み、理解 を補 う。

1)キ ー ワー ドの理解 と聞 き取 り

2)概 要の把握

3)細 部の聞 き取 り

さらに、重要語句の使い方 について練習す る。

テ キス ト 市販の 中 ・上級 用教材 の一・部 と付 属のテープ。お よび担 当者 の 自主

教材。

成績評価の方法 出席 ・試験 ・宿題

内 容 二子一スを聞き・次の段階を踏樋 その内容を理解する縮 鑑
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授業科 目AdvancedJapaneseA(Analysis)

目 標 日本語で文章 を綴 るこ とに慣れ、 自分 たち外 国人 の 日本語 を 日本人

の 日本語 と比較分析す るこ とで 日本語の理解 を深 める。

内 容 灘 論慰鞭 犠 黎讐 臨雀熱 艦 葦碧
分の 日本語 の問題点 を考 える。授業で はそれ らの 日本語作文か ら間

違 ってい る文、 あるい は何か問題が ある文 を例 に選び、時 には何通

りもある書 き直 し方や 関連す る さまざまな文法、表現 の例 と比較 し

なが ら、 日本人の 日本語が どの よ うな感覚、心理、考 え方 を土台 と

してい るか を分析 し、 さまざま な文体的事象 について解説 してい く

。前期 は 日本語への翻訳、要約 を多 く扱 う。

授業科 目AdvancedJapaneseB(Analysis)

目 標 日本語で文章 を綴 るこ とに慣れ、 自分 たち外 国人 の 日本語 を 日本人

の 日本語 と比較分析す るこ とで 日本語の理解 を深 める。

内 容 且灘 論翫 階 誘 欝甥 繍鐘 を欝糟
自分の 日本語の問題点を考える。授業ではそれ らの日本語作文から

間違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び、時には何

通 りもある書き直 し方や関連するさまざまな文法、表現の例 と比較

しなが ら、 日本人の 日本語がどのような感覚、心理、考え方を土台

としているかを分析 し、さまざまな文体的事象について解説 してい

く。後期は報告文、説明文を多 く扱 う。
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授業科 目AdvancedJapaneseA(Expression)

目 標 日本の諺 を教材 に して、時には世界各国の諺 と対照比較 し、 日本語

的 な表現法、比喩表現の面 白さ、 日本 的な考え方 、 日本 の文化や風

土 な どの理解 を 目指す。

日本の代表的 な諺 を、時には世界各国の諺 と対照比較 しなが ら、留

内 容 学生達 の意見 を発表 して も らい、デ ィスカ ッシ ョンす る。 日本語 的

な表現法 を学習 し、各々の諺 が持 ってい るテーマや特徴 を、簡単 な

クイズ形式の設 問を用いて、考 えてみ る機会 を与 える。

テーマ別 には、以下 に掲 げる通 りで ある。

1.諺 の表現法2.親 と子3.夫 婦4.恋 愛

5.油 断 と用心6.欲7.酒8.友9.秘 密

テ キス ト 自主教材、金子武雄 『日本 の諺』(1982年)等

成績評価の方法 授業へ の出席状況 とレポー トによって評価す る。

授業科 目AdvancedJapaneseB(Expression)

目 標 日本の諺 を教材 に して、時には世界各国の諺 と対照比較 し、 日本語

的 な表現法、比喩表現の面 白さ、 日本 的な考え方 、 日本 の文化や風

土 な どの理解 を 目指す。

内 容 昌契擁 灘 濃 聯 鋤 酷型甥 辮 瞬
的 な表現法 を学習 し、各々の諺 が持 ってい るテーマや特徴 を、簡単

なクイズ形式 の設 問を用いて、考 えてみ る機 会 を与 える。テーマ別

には、以下 に掲 げる通 りで ある。

1.睡眠2.病 気3.生 死4.季 節5.天 候

6.学者7.教 育8義 理9.動 物 と比喩

テ キス ト 自主教材、金子武雄 『日本 の諺』(1982年)等

成績評価の方法 授業へ の出席状況 とレポー トによって評価す る。
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授業科 目AdvancedJapaneseA(Lexical)

目 標 常用漢字 に採択 されてい る漢字 の訓読みや 慣用句、擬i音語 ・擬i態語

を学習す るこ とによって、よ り自然 な 日本語表現能力 の習得 を 目指

す。

内 容1.漢 字 の訓読み

2.同 訓異字

3.各 種比喩表現

4.身 体語彙 を使 った慣用句

5.動 植 物 の語彙 を使 った慣用句

6.擬 音語 ・擬態語

成績評価の方法 テス ト、 出席、宿題

授業科 目AdvancedJapaneseB(Lexical)

目 標 慣用的 な読み方 をす る漢字や類義語、接頭辞 ・接尾辞 な どを学習す

るこ とによって、 日本語 での表 現能力を高め るとともに、各種類意

表現の もつ意味上の微妙 な違い について の理解 をはか る。

内 容1.特 別 な読 み方 をす る漢字

2.送 り仮名 に よって読 み方 の違 う漢 字

3読 み方 が二通 りあ る漢字熟語

4.国字5.畳 語6.類 義語 ・類意表 現

7若 者語8.外 来語9接 頭辞 ・接尾辞

成績評価の方法 テス ト、 出席、宿題
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授 業 科 目AdvancedJapaneseA(Cinema)

目 標 晶森撒魏 繍 晶写墾 ㍊ り恋酸 輔 清
法 ・意味の解説を通 じて語彙を増やすこと、3)映画の中で出演者が

なぜそのように振る舞 うか とい うことを通 じて 日本人の考え方を理

解すること、4)映画の中で扱われるエ ピソー ドを通 じて日本の文化

を知ることを目標 とする。

内 容 第1週=第9週
「金融腐食 列島」を最後 まで見た後 、 もう一・度最初 か ら少 しずつ

音声、語彙、行動等 について質 問、解説 を行 う。

第10週 一第15週

「うる星やつ ら」 を見た後、 も う一・度最初か ら少 しずつ音声、

語彙、行動等 について質 問、解説 を行 う。

授業科 目AdvancedJapaneseB(Cinema)

日本映画 ・アニ メー シ ョンを見てい く中で、

1)日本語 の音声 に関す る解説お よび聞き取 り練習 を行 うこと

目 標2)セ リフに出て くる語 の用法 ・意 味の解説 を通 じて語彙 を増やす

こ と

3)映画 の中で出演者 がなぜ その よ うに振 る舞 うか とい うことを通 じ

て 日本人の考 え方 を理解す るこ と

4)映 画 の中で扱 われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化 を知 る ことを

目標 とす る。

内 容 映画 ・アニメーシ ョンを見た後、 も う一・度最初 か ら少 しず つ音 声、

語彙、行動等 について質問、解説 を行 う。
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・日本事情

授業科 目JapaneseSocietyandCultureA

担 当教官 中矢 礼美

目 標 この授業 の 目標 は、現代 日本 にお ける特徴 的な社会現象 あるい は問

題 を とりあげ、社会学、生命倫理 学、教 育学 の視 点か ら読 み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

内 容1.2.若 者 のライ フス タイル と職業意識

3.4.日 本 にお ける 「中流階級文化」

5.6.ジ ェンダー フ リー7.試 験

8.9.生 命倫理10.11.12.現 代家族 の様相

13.14.現 代の教育課題 と教育改革15.試 験.

テ キス ト テ キス トは特 にな し。毎 回の授業テーマ に沿 った資料 を コピー して

配布す る。

成績評価の方法 出席50%、 試験50%

授業科 目JapaneseSocietyandCultureB

担 当教官 中矢 礼美

目 標 この授業 の 目標 は、現代 日本 にお ける特徴的 な社会現象 あるい は

問題 を とりあげ、社会学、教育学、人類学 の視点か ら読み解 き、

日本の社会 と文化 に対す る認識 をよ り深 めるこ とで ある。

1.2.メ デ ィア とは何か

内 容3.4.サ ブカルチ ャー とは何か

5.6.少 年犯罪

7.試 験

8.9.男 性学 と女性学

10.11.教 育 問題一不登校 ・学級崩壊

12.13.14.観 光人類 学一観 光の しかけ ・観光 が作 り出す文化

15.試 験

テ キス ト テ キス トは特 にな し。毎 回の授業テーマ に沿 った資料 を コピー して

配布す る。

成績評価の方法 出席50%、 試験50%
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授業科 目 」窺P蹴聯C⑪mmu蝋y窺ndC磁u驚A

担当教官 玉岡 賀津雄

日本の地域 と文化を理解す ること。

内 容 広島大学の留学生を討象に,日 本の地域 と文化を紹介する。地域の

文化遺産,風 土,人 々の生活を探っていく。授業では,ビ デオ,

DVDな どを使って,実 際の映像から日本の地域や文化を広 く理解

する。また,ゲ ス トを招いて,さ まざまな地域の紹介や討論 を行

う。地域 と文化Aで は,日 本の南の地域(東 京から南)を 中心に紹介

する。

成績評価の方法 日々の授業への出席 と活発な参加 ・短い事例報皆 ・短い発表。

授業科 目 」繍P蹴鵬C⑪m㎜u臨y雛 鞭dCu1　膿B

拒当教官 玉岡 賀津雄

目本の地域 と文化を理解すること。

内 容 地域 と文化Aと 引き続 き,広 島大学の留学生を対象に,日 本の地域

と文化を紹介す る。地域の文化遺産,風 土,人 々の生活を探ってい

く。授業では,ビ デオ,DVDな どを使って,実 際の映像か ら日本

の地域や文化 を広く理解す る。また,ゲ ス トを招いて,さ まざま

な地域の紹介や討論 を行 う。地域 と文化Bで は,日 本の北の地域

(東京 より北)を 中心に紹介する。

成績評価の方法 日々の授業への出席 と活発な参加 ・短い事例報告 ・短い発表。
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第20期(2004-一 一2005)

日本 語 ・日本 文 化 研 修 プ ロ グ ラ ム

石原 淳 也

くプログラム概要 〉

本 プ ログラムは、本留学生セ ンターで受 け入れ る大使館推薦 に よる 「日本語 ・日本文化

研修 プ ログ ラム」研 修留学生 を中心 に、部 局問協定 に基づ き教育学部 で受 け入 れ られてい

る 「日本語 ・日本文化研修 プログラム」研修 留学生 を対象 に加 え、留学生 セ ンターの 四人

の教員 か らな る 「日本語 ・日本文化研修 プ ログラム実施委員会」 に より運 営 されてい る。

また、本プ ログラムは(1)全 学 の留学生 向けの 「日本語 ・日本事情 」で開設 されてい るク

ラスか ら選択履修す る 「日本語研修」、(2)学 内外 の講 師に よる特別講義お よび文化施設 ・

文化財等 の見学 な どか らなる 「日本語 ・日本文化特別研究1,II」 、そ して(3)指 導教官 の

もとでの 「個別指導 お よび課題研究」 の三つ の内容 に より構成 され てい る。

研修生 は 「個別指導お よび課題研究」での研 究経過 を 「日本 語 ・日本文化特別研究1,II」

の時間中に構想発 表お よび 中間発表 として発 表す る とともに、修 了式 の前に行 われ る研 修

成果発表会 においてそ の研究 の成果 を発表 し、指導教官 と留学生セ ンターに レポー トを提

出す る。留学生セ ンター では毎年 これ らをま とめて研修 レポー ト集 として刊行 してい る。

〈受 け入れ学生 の概要 〉

第20期 の研修留学生 の出身 国、男 女比の構成 は次の通 りであった(括 弧内は、 うち部局

問協定 に基づ く教育学部受 け入れ人数。)。

男子5女 子4(1)

出身 国

韓 国2、 中国3(1)、 カナダ1、 オ ランダ1、 イ ラ ン1、 エ ジプ ト1、
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<特 別講義等>

16年 度(第20期)日 本語 ・日本 文化特別研 究.お よび、その他 の行 事は.以 下の通 り

で ある。

2004年 度後期 日本語 ・日本文化研修 プ ログラム(第20期 前 半)

一蒋別研究1-

10月

8日 オ リエ ンテーシ ョン ・ホス トフ ァミ リー 申し込み

9日 西条 オ リエ ンテーシ ョンバ スツアー

13日 開講 式(教 育学部第3・4会 議 室)

15日 特別講義 「コンピュータ利用 」

22日 広 島見学1(広 島城 ・平湘公 園)

29日(休 講1留 学生セ ンター講演 ・討論会)

ll月

5日(休 日1広 島大学劇 立記念 日)

12日 広 島見学2(環 代美術館 ・映像文化 ライブ ラリー)

19日 サタケ見学

20日(全 学果物狩 りツアー)

26日 宮島見学

12月

3日 研修 レポー ト発表(12月 帰 国研修生)

10日 特別講義 「日本人 に とっての平和

17日 亀齢漕 造見学

1月

15-16日 江 田島国際交流 キャ ンプ

21目 特別講義 「目本 の経 済一財政 の役翻 と私 たちの くらし」

28日 福 山見学

2月

4日 マツダ見学=(工 事 のため中止)

ll日(休 日1建 国記念 日)

3月
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293⑪ 日 瀬 戸内海 しまなみ研修 ツアー

2005年 度前期 日本語 ・目本文化研修 プ ログ ラム(第20期 後 半)

一蒋別研究II-

4月

15目 オ リエ ンテーシ ョン2

22目 尾道 見学(田 村)

29日 祝 日

5月

6日 休講

13日 研修 レポー ト構想発表(石 原)

2⑪ 目 特別講義 「目本語音 声学 ・音韻論 」(石 原)

27目 特別講義 「目本 の教 育制度 」(田 畑;国 際協力研究科)

6月

3日 特別講義 「目本 の宗教文化 」(中 村1教 育学薪 究科)

10日 特別講義 「文化 比較 の視 点」(浮 田)

17日 下蒲刈 島 ・呉市見学(中 鋼)

24目 特別講義 「フェ ミニズム/ス ピ リチュア リズム」(恒 松)

7月

1目 マツダ見学

8日 特別講義 「目本語 と文 体」(中 川)

15日 特別講義 「現代 日本語 の語彙 」(田 村)

22日 松 江 ・出雲 見学準備

窯9惑o目 松 江 ・出雲 見学旅行(石 原)

9月

1目 レポー ト提 畠締 め切 り

6日 レポー ト発表会 、修 了式
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第6期 平成17年 度(2005年 度)

広島大学 日韓共同理工系学部留学生事業入 学前予備 教育

石原 淳也

平成10年10.月 の「日韓共同宣言」、平成12年8.月 に文部省より通知のあった「日

韓共同理工系学部留学生事業実施要項」、同年8月 に決定 された 「広島大学 日韓理

工系学部留学生事業」実施要項および 「広島大学 日韓理工系学部留学生事業」入学

前予備教育実施要項に基づき、平成12年11.月 より広島大学においても5名 の学部

入学前予備教育生に対す る 「広島大学 日韓理工系学部留学生事業」の予備教育が開

始 された。以来、平成15年 度まで各5名 ずつ、平成16年 度は2名 、そ して本17

年度は再び5名 の受け入れ となった。

留学生セ ンターは同事業の立ち上げ段階である平成12年6月 の 「広島大学 日韓

共同理工系学部留学生事業」ワーキンググループ(国 際交流委員会の下に設置 され、

同年8月 「広島大学 日韓理工系学部留学生事業」実施部会 となる。)の 発足段階か

ら同事業の予備教育実施機関として中心的な役割を果たしてきた(平 成12年 度、

13年 度の経緯については多和 田教授による 「広島大学 日韓理工系学部留学生事業

発足前後」『広島大学留学生教育第6号 』を参照。)が、法人化による国際交流委員

会の廃止で、平成16年 度より 「広島大学 日韓理工系学部留学生事業」実施部会は

留学生センター運営委員会のもとに組織 され ることとな り、本事業に対する留学生

センターの関与はより大きくなってきている。

本事業において留学生センターは

1.「 広島大学 日韓共同理工系学部留学生事業」実施部会への参加

2.「 広島大学 日韓共同理工系学部留学生事業」予備教育の実施

3.学 部入学前予備教育生に対する修学上 ・生活上の指導 ・助言(セ ンターの部会

委員は予備教育期間中指導教員 となる)

4.「 広島大学 日韓共同理工系学部留学生事業」予備教育の計画策定

5.見 学引率
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6.日 本語教 育謝金講 師の指導 ・サポー ト

7.そ の他謝金講 師のサポー ト

8.予 備教 育講 師謝金等経費 の管理

9.学 生チューターの指導

等 の業務 を行 ってい る。

平成15年 度 までは、入学前予備教育 において、 日韓共 同理工系学部留学生用 に特

別 の 日本語教育 を開講 していたが、平成16年 度か らは全学 の留学生 に向け開講 さ

れ てい る 「日本語 ・日本事情 」の レベル3と レベル4を 週当た り計6コ マ(12時

間)履 修 させ る こととなった。また、 この変更 に伴い、学生 の 日本語能力 の差 にき

め細 か く 目配 りでき るよ う、本年度 よ り、本 予備教 育生用 に 日本語 会話、日本語作

文 を各1コ マ開設す ることとした。更 に本年度 は生物系 の学科へ進学す る可能性 の

あ る者 がい るため、昨年 度は開講 しなか った生物 のクラスを開設す ることとした。

なお、本17年 度 におけ る予備教 育科 目お よび週当た り時間数 は以下の通 りであ る。

月 火 水 木 金

物理1数 学1物 理2日 本語会話1

藤原 金岡 板倉 坂田

2日 本語L4日 本語L3生 物 日本語L4文 化論
田村 渡辺 福井 坂田 坂田

日本語L3化 学2日 本語L4日 本語L3日 本語作文3

下村 山平 山中 浮田 坂田

化学1英 語 数学24

大久 石原 田中
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05年 度 日韓 共 同理 工系 学 部 留 学 生

行 事 予 定 表

期間 行事等 見学(金 曜)備 考

4渡 日、5諸手続

葡1・/島1・/8櫻 熱 職 イスメントテスト

8オ リバ ス ツ ア ー

帆1・/嚇1511繋1凸 特 勤翫 月なし

広 島 城 、 平 和 公
w210/16-10/22 園 見 学

w310/23-10/29

w410/30-11/53文 化 の 日 木 な し

w511/6-11/1212交 流 会 館 防 災 訓 練

w611/13-11/1919全 学 バ ス 旅 行

w711/20-11/2623勤 労 感 謝 の 日 宮 島 見 学 水 な し

w811/27-12/32留 学 生 懇 親 会

w912/4-12/10

w1012/11-12/17

w1112/18-12/2423天 皇 誕 生 日 金 な し

冬 休 み(12/23-1/9)

w121/8-1/149成 人 の 日 .月な し

w131/15-1/21

w141/22-1/28

w151/29-2/4マ ツ ダ 見 学

帆62/卜2/111鯉 瓢 修了式

w172/12-2/18

3/30,31し ま

な み 研 修 旅 行
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平 成17年 度広 島大学 留学 生セ ン ター 指導 部 門活 動報 告

お よび広 島大学留 学 生支 援調 査 の結 果韓 告

広島大学留学生センター指導部門

助教授 中矢 礼 美

教 授 玉岡 賀津雄

1.は ◎めに

広島大学では,世 界 トップ レベルの特色ある総合研究大学 を 目指 して,『 「新」国際

戦略』 を2005年12月8日 に打 ち出 した.薪 国際戦略の ピローは,① 「知」の国際

化 を促進す る,②r人 」の国際化 を促進す る,(3)唯 会貢献」の国際化 を捉進す る,

④ 「キャンパス」の国際化 を促進する,で ある.こ れ らを実現すべ く掲 げ られた戦

略は,(Dブ ラン ド化,② ユニバーサル化,(3)ネ ッ トワーク化,④ デ ヴォルーシ ョ

ン化,⑤ ビジネス化,⑥ イ ンフラ整備 である.こ れ ら6つ の戦略は今年度途 中で

打 ち出 されたものであるため,年 度計画には立て られていなかった ものであるが,そ

れで も迅速 に対応できた と評価 できる.捌 えば,2月2⑪ 日に開催 した国際交流会で

は,卒 業生 を招いて 「留学経験 をいかに生かす か」 とい う講演お よび討論会 を行い,

ブラン ド化戦略のr国 際的人材育成 に努 める大学」として ㌔ ロダイ勢生の育成や 「国

際市場へ進 出する大学づ くり」に意識 して取 り組んだ.ま た3月27日 にはrキ ャン

パスの国際化」フォー ラムを開催 し,ユ ニバーサル化戦略のrひ と」にフレン ドリー

な大学について活発 な議論 を交わす場 を提供 した.こ れ らの薪 しい取 り組み とは別に,

毎年2回 行 っている留学生支援調査は,ユ ニバーサル化戦略のr顧 客満足度」の改善

に努める大学づ くりを検証す るためには不可欠 の材料 を提供 している.

ちなみにこの 噺 」戦略以前に立てた年度計画は,以 下の通 りである.

17年 度計画
・留学生相談協議会を年 勲回開催し,留 学二生に関連する最新晴報にもとつく意見交換会や状

況報告を行い,関 係部局 ・センターとの留学生支援の連携を図る.

・国際交流会を勲同開催し,留 学生関係部局 ・センターの教職員,留 学生および日本人学生

の煮見交換や交流を図り,学 生の生活 ・学習環境の整備を捉進する,
・学内外の相談窓口について留学生に広く周知し,支 援活動を行 う際には適宜連携を図る.

・日本の文化 ・社会に適応できるように,留 学生が直面する問題について,嗣 度 ・法律の側

面からの研究を行 う.

・社会連携 ・貢献として,地 域の人々とともに 「外国人子弟に認する日本語教育に関する研

究」を行い,成 果を公表する。
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・国際交流ボランティアの充実を図るためにオ リエンテーションを開催する.ボ ランティア

の活用を量的 ・質的に高めるために,活 動報告の提畠を求め,改 善に努める.

・教育学研究科が新設する 「蒋別プログラム」の講義を撞当する.

・ドイツのルール大学言語研究所やオース トラリアのニュー ・サウス ・ウェールス大学等 と

の共同研究を継続する,さ らに,中 国の西安外語大学および トルコのチャナッカレ大学との

共同研究も始める.

これ らの計画は,以 下の通 り,ほ ぼ達成できたといえよう.
・ 留学生相談協議会を開催 し,留 学生に関連す る最新情報にもとつ く意見交換会や状況

報告 を行い,関 係部局 ・センターとの留学生支援の連携を図った.
・ 国際交流会を開催 し,留 学生関係部局 ・センターの教職員,留 学生お よび 日本人学生

の意見交換や交=流を図り,学 生の生活 ・学習環境の整備 を捉進 した.
・ 学内外の相談窓 口について留学生に広 く周知 し,支 援活動を行 う際には適宜連携 を図

った、
・ 日本の文化 ・社会に適応できるよ うに,留 学生が直面す る問題 について,制 度 ・法律

の側面からの研究を行い,支 援活動に役立てた.
・ 社会連携 ・貢献 として,地 域の人々とともに 「外国人子弟に対するヨ本語教育に関す

る研究 を行い,報 告書 としてまとめた.そ の成果は}{Pに おいて公表 し,学 内にお
いては公開発表会において成果発表を行った、

・ 国際交流ボランティアの充実を園るためにオ リエンテーションを3回 開催 した.ボ ラ

ンティアの活用を量的 ・質的に高めるために,活 動報告を求め,改 善に努めた、
・ アメ リカ,ド イツ,オ ース トラリア,ト ル コ,韓 国,申 国などの大学等 との共同研究

を行い,国 際的な学術ネ ットワークを広げた、
・ 留学生支援調査を前期1回 ,後 期1囲 行い,そ の成果を教職員に公表す ることで,現

状の把握 と情報の共有を図った.ま た,支 援調査において寄せ られた疑問や不平 ・不

満等については,希 望者に対 して個別対応を行った.

ただし改善事項としては,以 下の点があげられ る.
・ 国際交流会については,ま だまだ参撫者が少ないため,今 後 さらに広報に努め,よ り

多くの参加者 を集 める必要がある.
・ 留学生専門教育教員による相談協議会へ常に参加 しない,ま た連絡を取 り合 うことが

できない教員がお り,い くつかの部局との連携が図れない状況がある.こ れについて

は,セ ンター として対処できない、
・ 翻度や法律の研究を進めても,全 学の留学生に周知 ・徹底 させることが難 しい.薪 入

生へのオ リエンテーション以外にも来年度は方策を立てる必要がある.

これ らの改善事項を踏まえ,来 年度の計画の見直 しお よび計画 の実行に努力 してい

く予定である.

また,上 記 の年度計画 に加 え,実 際の 目々の業務二においては さらに広範な指導 ・支

援活動,研 究 ・開発活動 を行 ってい る、その活動 目標 ・内容 の概要 について,以 下報

告 を行 うこととす る.

2.平 成17年 度 の指 導 部 門活動 報 告
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露.1活 動 の概 要

1)指 導 ・支援浩動

(1)オ リエンテーション活動

前年度 と枠組み としては同じく,新 しく広島大学に来る留学生に対 しては,6段 階のオ

リエ ンテーシ ョンを行った、①ボランティア ・チューターのためのオ リエンテーシ ョン,

②国際交流会館生活オ リエンテーション,③ 全学の留学生のためのオ リエンテーシ ョン,

④東広島市オ リエンテーション ・バスツアー,⑤ 健康管理オ リエンテーション,⑥ 消防 ・

防犯オ リエンテーションである.た だし,内 容については,更 薪 ・拡充を函った、

(2)相 談業務

日常の相談とカウンセ リングは,教 官2名 が終 日随時相談を受け付けてお り,臨 床心理

士の資格 を持つ非常勤の心理相談員1名 が,遍1同 留学生の心理的な面の相談にあたって

いる.20劔 年 より行っている留学生支援調査によって,相 談者数は軒並み上昇 している.

今年度の大きな改革 ・改善事項 としてあげられるのは,霞 キャンパスでの相談業務の開始

である.霞 キャンパスの留学生からこれまでも相談があったが,距 離の問題 もあ り,対 応

は電話かメイルに限 られていたためである.霞 キャンパス留学生センター内に心理相談室

を整備 し,2月 より非常勤の心理相談員が月2回 相談にあたることとなった.既 に相談を

受け付けてお り,一 定の成果が出ていると評価できる.

(3)交 流支援活動

平成17年 度現在,日 本人学生困際交流ボランティア制度に登録 している 日本人学生は約

400名 である.こ の糊度を用いて,日 本人学生が新渡 日留学生を助けたり,留 学生の会話

パー トナーとして互いに語学を教えあった りしなが ら,国 際交流活動を行えるようコーデ

ィネイ トしている.慧005年4月1目 から200㊨年3月31日 までにメー リング リス トを用い

てボランティア ・チューターや 日本語学習支援などの募集をした件数は4⑪ 件である(HUSA

の会話パー トナーを除 く).チューターおよび 濤本語学翌支援のマ ッチングにあたっての対

応メイル総数は,の べ20⑪ 画以上にのぼる.通 常,マ ッチング後は,日 本人および留学生

から通常1,2回 の報告を義務付けてお り,問 題が発生 した場合には対応を行 うが,今 年

度は問題発生の報告は受けなかった.今 後の課題 としては,こ のボランティア学生の質的

向上に努め,留 学生の支援体制の充実を一層図るために,報 告を必ず してもらうように一

層呼びかけることである.

このほか,留 学生国際交流ボランティア制度によって,ち ょうど叢◎0名の登録があ り,

留学生が教育委員会,高 校 ・中学 ・小学校,地 域住民の国際交流活動,県 お よび市町村の

園際交流企画な どの活動に参加できるようコーディネイ トしている.こ の制度に関 しては,

運用について課題が残っているため,来 年度の課題 とする.
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(4)学 内外における留学生支援体制の整備

学内における留学生支援体糊の整備 として,留 学生相談協議会を開催 した.留 学生セン

ターとともに留学生の相談 ・指導に関わる各部局の留学生専門教育教官,保 健管理センタ

ー,ハ ラスメン ト相談窓 口教員 らとともに,現 在の留学生の状況,本 学の対応,問 題解決

に向けての協議 を行った.日 常的には,留 学生相談業務の際の援助の呼びかけ,そ の他随

時必要に応 じて個人的な情報交換を行った.

学外では,広 島地域留学生団体育成支援協議会において広島県留学生会の支援,広 島地

域の国際交流の推進,日 本での就職についてのガイダンス,広 島地域進学説明および相談

会,留 学生関連の諸問題の議論などを行っている、、

の 研究 と瀾発活勲

今年度 も留学生全員を対象 として,広 島大学に対する満足度調査を年2回(前 期 ・後期)

実施 した、この調査では,留 学生の学習 ・生活の実態,異 文化理解,異 文化適応過程,ヨ

本語 ・英語の言語理解の実態,関 連性および因果関係 を明 らかにしている.目 常的に行っ

ている指導 ・カウンセ リングを通 して明らかになった留学生の学習 ・生活面での新たな問

題あるいは事件 については,そ れ らに対処す るための情報を定期的に蚊集 し,分 析 した.

これ らの調査 ・研究をもとにオ リエンテーシ ョンで配布 ・説萌する内容を更新あるいは充

実 させている.ま たパンフレットお よびホームページを開発 し,留 学生に豊冨な情報の提

供 と指導助言の質的な充実を函っている、

勲.慧平成17年 崖 前期 の活動

3月 上旬 貯 年度前期ボランティア ・チ識一ターの募集

国際交流ボランテ ィアに呼びかけ,二渡 揖後の生活支援 をお願い した、、 揖本語研修生

の多 くは 日本語がまだ不十分 であるにもかかわ らず,有 償のボランテ ィアはつけ られ

ていないためである.2月 は試験,続 いて春休み期 間に入 るため,今 回 も日本人の応

募者が少な く,ま たスケジュール調整 も困難 であった.薪 規渡 日留学生の人数 が分か

るよ りも早めにチューターの確保が必要である.

3月30臥 水)前 期ボランティア ・チ謡一ターのためのオ リエ ンテーシ ョン

国際交流ボランテ ィアの希望者 か ら選 ばれたボ ランティア ・チ ュー ターのために,

支援活動や留学生のプログラム等 についてのオ リエンテーシ ョンとマ ッチングを 額 寺

間に渡って行 った.ま ず,留 学生支援 として行 ってもらいたい活動 として,外 国人登

録 銀行 口座開設,国 際交流会館 の入居手続 き,下 宿探 しな どの最低限求 められ る活
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動や 日常生活 を始 めるにあたって必要な生活周晶の調達や キャンパ スお よび市内の案

内などの活動 について,濠 た異文化 コミュニケーシ ョンに関わる注意事項 などについ

て説明 した.つ いで留学生が所属す るプログラムの説明,留 学生のスケジュールな ど

について概要 を説 明 した後,ボ ランテ ィア ・チューターの希望(渡 日スケジュール,

出身国,性 別)に よって,自 分たちで どの留学生のチ ュー ター になるかを決めてもら

った.一 度の説明では理解 できないことも多いが,畠 迎え後に留学生 に対 して行 うオ

リエ ンテーシ ョンを一緒に聞いてもらうことで,す べ きことの確認 を行 っている.

尋月5臥 火)鞠4月8隅(金)新 渡 降留学生の出迎え とオ リエ ンテーシ ョン

国際交流ボランテ ィアのチ ュー ター と共 に,大 学の公用車 を用いて,JR東 広島駅で

横断幕 を持って留学生を迎えた.そ のまま多 くの留学生の宿舎 となる国際交流会館 に

行 き,そ の 日の うちに国際交流会館 の入居 申込みのための基本的な書類 の作成 を行い,

翌 舜か ら市役所で行 う外国人登録や国民健康保険や銀行 での 口座 開設な どについての

説 明を行 った、また,今 後のスケジュール を配布 し,重 要な行事 と場所 を説明 し,国

際交流会館周辺の交通機関,病 院,警 察,市 役所,ス ーパー,レ ス トランなど,す ぐ

に必要 と思われ る情報 について基本的なオ リエンテー シ ョンを行った.

魂月8臥 金)国 際交流会館生活オ リエ ンテーシ ョン

ヨ本語研修生全員 と一部の 日本語 ・韓本文化研修プ ログラムの留学生および他の国

際交流会館 に住んでいる留学生(留 学生セ ンター所属以外の留学生)に 対 して,国 際交

流会館 に住むためのオ リエンテー シ ョンを国際交流会館2階 で行った.家 賃の支払い,

ゴミの出 し方,電 話の使用,郵 便物の受 け取 り,長 期の不在 な ど,会 館 および大学内

の無線LANの 使 い方,さ ま ざまな生活上の留意点 を詳細に説明 した.な お,こ のオ リ

エンテーシ ョンには,学 術交流で広 島大学に来ている研究者(国 際交流会館C棟 に居

住)も 含 まれてい る.

4月11臥 月》 全学留学生オ ジエンテーシ ョン

新入留学生 に対 して,日 本語 と英語によるオ リエ ンテー シ ョンを行った.こ のオ リ

エンテーシ ョンでは,留 学生相談,ハ ラスメン ト相談,健 康保険 アパー トを借 りる

際の保証人制度,携 帯電話の購入,一 時帰国,ア ルバイ ト,国 際免許状,日 本 での免

許 の取得,車 の購入,駐 車証 明な ど,大 学の留学生支援体制および生活全般の説明を

行 った.な お,防 犯対策 として広 島大学留学生セ ンターでは,『 防犯を防 ぐために(TO

PreventCr抽es)』q999)と い う日本語 と英語の対訳のパ ンフ レッ トを作成 してお り,

これを配布 して,戸 締 り,泥 棒,ひ った くり,自 転車泥棒,ス リ,性 兆罪防止対策な
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どについて説明を行った、

塩月9臥 土)東 広轟市オ リエンテーシ ョン ・バスツアー

東広 島市のオ リエ ンテーシ ョンのためのバスツアー を行 った.広 島大学の東広島地

区のキャンパス全体や各種の施設,広 島国際プラザ,東 広島体育館,三 っ城 古墳,東

広 島中央図書館,西 条警察署,西 条駅,各 種病院な どを回 りなが ら,利 用方法な どに

ついて説明 した.こ れは,大 学お よびその周辺の環境 を体験的に知 って もらうとい う

企画のオ リエ ンテーシ ョンで ある.

4月13翼 休)図 書館施設 に関す るオ リエ ンテーシ ョン

広島大学中央図書館の利周サー ビス企画 と共同で,全 学留学生を対象に図書館施設のオ

リエ ンテーシ ョンを行っている.濠 ず,東 広畠キャンパス,霞 キャンパス,東 千田キャン

パスの図書館施設の紹介から始まり,貸 し出しの方法,他 の図書館からの貸 し出 しとロピ

ーサービス
,図 書館内でのコピーの方法,べ 一スメン トの書庫の利用方法AV施 設の利

周,閲 覧のための個室の利用など,具 体的に現場で説明を行った.

尋月18日(月)第1回 国際交流ボランテ ィア ・オ リエ ンテーシ ョン

国際交流ボランテ ィアに登録 したい学生 は,随 時中矢の研究室 に訪れ,そ のたびに

3⑪分以上の説明 と質疑応答 を行い,登 録す るのに1時 間弱かかっていた.そ の数 は年

間約10⑪ 人であ り,そ の他 の業務活動 を圧迫す るため,年 に3回 のオ リエンテーシ ョ

ンと登録 を実施す ることとした.オ リエ ンテーシ ョンでは,制 度 の概要や注意事項に

ついて説明 し,そ の後 に学生が登録用紙に記入 ・提 娼することとした、、

4月27旨(木)健 康管理オ ジエンテーシ ョン

このオ リエ ンテーシ ョンでは,日 本の健康保険の仕組み について説明 した.留 学生

が病院で診察や治療を受 けた場合,国 民健康保 険が,治 療費 の70パ ーセン トを補助 し,

さらに,日 本国際教育協会(AIEJ)の 外国人留学生医療補助制度 により,留 学生負担分

の3⑪ パーセ ン トの内8⑪ パーセン トまで補助す ることができる(詳 細は,広 島大学留学

生セ ンター,2⑪ ⑪⑪を参照).そ の結果,留 学生の負担分 が,治 療費 のわずか6パ ーセ

ン トになることを説明 した、その際 欝本国際教育協会 が発行 してい る 『留学生のた

めの健康の しお り』(第2刷,1999年)を 醗布 して,説 明に利用 している.ま た,東 広

島市にある主な病院お よび外 国語 が通 じる病院 についての一覧表 を配布 して,情 報提

供 の徹底 を計 った.さ らに,健 康診断に必要な書類の記入 を英語で説明 し,保 険証 と
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いっしょに携帯す るよう指導 した.

5月 聯 日(土)防 災 ・消防オ リエンテーシ ョン

春 と秋の年2回,留 学生がある程度生活に慣れてきて,来 日後1ヵ 月 くらい経った

時期に,賀 茂広域消防署の協力 を得て,国 際交流会館で消防謂練 を行 ってい る.梯 子

車による7階 か らの脱 畠訓練,消 火器操作訓練な どの実地謂練 を含 んでお り,詞 練を

通 して,留 学生に防災の知識 が身につ くよ うに努めている.た だ し,こ のオ リエ ンテ

ーシ ョンは国際交流会館 に居住する留学生のみであ り
,他 の留学生には,学 内で行 わ

れ る防災訓練 に参加 を義務づ ける必要がある.

5.月13臥 木)ホ ームページおよび文献検索(電 子ジャーナルな どに)閣 するオリエンテ

ーション

今年度 よ り,図 書館 が本格的に電子ジャーナルの導入 を行 ってお り,イ ンターネ ッ

ト上での検索が今後の大学 ・大学院での学習に欠かせない もの となってい くと思われ

る、そ こで,舜 本人の学部 ・大学院生に先がけて,留 学生のためにイ ンターネ ッ トを

使 った図書館の利用方法 についてのオ リエ ンテーシ ョンを行 うことに した.内 容は,

広 島大学所蔵の書籍 ・雑誌検索のための広島大学所蔵 目録検索(OPAC>の 利用方法,電

子図書室の内容紹介,電 子ジャーナル の検索お よび印捌,引 用報告(citatiOnreport)

の見方,イ ンパ ク ト指数(漁pactfactOr)の 紹介 と計算方法な ど,詳 細の説明を行った.

5月18日(水)広 島地域留学生囲体育成支援協議会

広島地域 レベルでは,広 島地域留学生団体育成支援協議会で広 島地域の大学関係者

な どが集まって,留 学生関連 の問題,支 援,交 流 研修な どを実施 してきた.こ れ は,

モデル事業が終了 した2001年 度 も継続 してい る.ほ ぼ2カ 月に1回 くらいの割合で

開催 し,地 域 レベルでの留学生支援 を行っている.

8月1目 留学生 との学長 ミーティング

以下,報 告(要 約).

1ヨ時1平 戚 調7卑豊月調日 繕=oo一調7=⑪⑪

場断1学 士会館会議塞 咽

参掴留学生1ト ルコ,マ レーシア,中 国 嬢名),韓 国(2名)エ ジプト,イ ンド率

シア 嬢名〉,バングラデシュ,ナ イジエリア,ア メリカ,ブ ラジルの

謙 鷹3名.

大学翻1牟 田学長,二 富剥学長,多 湘田留学生センター長,灘 岡教授(留 学生セン
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ター),下 村糟談費(貿 学鑑センター),吉 薦留学炎流課長,小 竹,幽 闘(留 学交流

グループ)

眸隼4月 に引き続き,第 二圃自⑳瑠学生と学長とのミーティングを開縫 した.ミ ーティング

では,瑠 学生から広鵬大学⑳環境や支援体舗について様凝な感想や慧晃 ・要豊が出され,学 長

と湘やかな瑚談が行われた.

以下,紙 幡の蘭係上 留学生からの出された慧見 ・要墾について トピック劉に塞とめて報藷

を行う.

①肱鵬大学における留学生の位置づけについて

広脇大学⑳環境については満昆しているが,留 学生力酒 本人学盈と匿劉なく広大の一学生と

みさなれることを着望する意見が出された.

これに対して学長からは賛岡が表萌され,ま た岡窓金への触入あるいは出勇醐の溝外闘窓金

設立が提案された.

②交流について

貿学生と日本人学生および地域との炎流には,文 化の違いによる難 しさがあるが,大 学童健

の集塞サに参藻することで寂 しさがなくなったという感想力油 された.蘇 甕盛でお茶会が閣か

れているため,ス ムーズな交流が行えているという感想も聞かれた.

③広腸大学のホームページについて

来難前に,広 轟大学のホームページから構報を収集することが餐き,大 学選捉の際に葬馨籍に

便利であったことが達べられた.周 窓会のサイ トがあるとよ琴よいという慧見が崖された.蜜

た,ホ ームページ上の情報と莫際の状溌の間には,ギ ャップがないことが確認された.

④智学生支援沼動について

イン 麟率シアの津波災審への支援および 嫁 族のための賞本諾クラス』の蘭講について感謝

が逓べ られた.岡 時に,日 本語クラスの問題として,小 さい子ども抱えている家庭では,宍 婦

で一縮に受講で審ない問題があることが述べられた.

⑤幼雑圏 ・保育断問題について

経涛問趨と子ども⑳幼稚濁 ・保育断問題について措摘された.

こ⑳問題については,東 広轟市⑳規建に沿うしかないが,留 学生センターでは欄男臣1に情報提供

を行うことが転えられた.

⑥指導俸綱について

瑠学期間の鑑長問題についての適甥な播導や私費の学部学生に対する紹やかな配慮に欠けて

いる問題が指嫡された.

⑦交遇機関について

複間に公共の交遇手段がなく,不 便である問題が捲嫡された.

⑧奨学金について
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韓韓プログうム⑳奨学金⑳薙長が要求された.そ れに対 してセンター長からプログラムにつ

いて⑳説萌と弛⑳奨学金鯛農についての説萌がなされた.

⑨宿奢について

魍際交流会館のインターネッ ト環境についての改善が求められた.ま た,宿 禽の入居期間の

蓮長についての要鐘が出された.

⑩留学生センター⑳吊備教資プログラムについて

講義の時間帯やプログうム内容等の襖討について要墾が鵡された.

⑪障書を特 つ留学生の受け入れ環境 ・鉢糊について

障害者に対するよサ細やかな環境整備について要墾が出された.

学長からは,広 馬大学は障書を持った学生受け入れのランギングで トップであること,C斑

プログうムにおいて,障 書奢碗 究をしていることなど,積 極納な大学の敢サ絹みが紹命された.

⑫蒲報入芋について

潔学前に,大 学から情報収集ルー トを萌確に提承してもらいたいという要盟がされた.

⑬留学生の佃人情報について

臨然災審時に備えて,緊 急連絡先 リス トを作戚するために,梱 人情報の入手について質問が

出された.そ れに対 して,佃 人情報⑳提供は難 しいが,各 国の瑠学生会のホームページを剃婿

してリス トを作成 してはどうかという提案が翻学長からなされた.

(文責1中 矢礼葵)

露.2平 成17年 度 後期 の活 動

嚢月 ⑳ 臼 圏際交流 求ランテ ィア チ 謡一 ター ・オ リエンテーシ ョン

前期 と同様 に行 った.

沁 月 魂臥 火)-1⑪ 月6臥 金)新 漢 目留学生 の出迎 えとオ リエ ンテーシ ョン

前期 と同様 に行った.

沁 月7臥 金)圏 際交流会館生活オ リエンテーシ ョン

内容 は,前 期 と同様.

10眉8臼(土)東 広 鵬市オ リエ ンテーシ ョン ・バス ツアー

前期 とは趣向を変え,竹 原の伝統的な町並みを散策する時間を取 り入れた.
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1⑪月U臥 火)全 学留学生オ ジエ ンテーシ ョン

後期の全学オ リエンテーションの工夫 としては,よ り徹底を図るため,全 部局に対 して

オ リエンテーシ ョンのポイン ト集を作成 して配布 し,い かに全学オリエンテーシ ョンが必

要であるかを説明 し,欠 席者には資料の配布を倣頼 し,情 報伝達の徹底を図った.

10月%韓(月)第 露圓 国際交流求ランティア ・オ リエ ンテーシ ョン

85名 が登録 した.

鐙 月 鰺 臼(木)図 書館 施設に関するオ リエ ンテーシ ョン(中 央図書館)

内容は前期 を参照、

1⑪月 ⑳ 日休)健 康管理オ リエンテーシ ョン

内容 は前期 を参照、

1⑪月 暫 ヨ 〈木)ホ ー ムページお よび文献検索(電 子 ジャーナノレな ど)に 関す るオ

リエ ンテーシ ョン(中 「央 図書館)

内容 は前期 を参照.

1絹8韓 お よび瀞⑪馨年3月1膿 広 島地域留学 生國体 育成支援協議会

協議会の趣 旨な どは前期を参照.

11月 膿 轟(土)防 災謂練(国 際交流会館居住者対 象)

内容 は前期 を参照.

認 月 緯,濃⑪嘗(土 唱)江 濁轟嗣際交流キャンプ 『国際交流求ランティアセ ミナー』

圏立江田島青年の家 と留学生センターの共催で,国 際交流ボランティアセ ミナーを開催

した、この 目的は,「 圏際交流に興味 ・関心のある青年が,圏 際交流ボランティアとして

の資質の向上を図る.ま た 『圏際交流キャンプ』を実施する上での企爾および運営等につ

いて学習す る」ことであり,そ の 目的に沿った活動内容を開発 ・実施 した、、広島大学か ら

は,9人 の留学生を引率 し,日 本人青年は16人 が参加 した.初 日前半は中矢が講師 とし

て講演を行った.翌 日は,グ ループデ ィスカッションを行い,中 矢が講評 を行 った.
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12月2日(金)広 島大学学長主催 ・広島大学国際交流懇親会

恒例 の学長主催の懇親会 を午後6時 か ら8時 までホテル グランヴィア広島 ・4階 ・

悠久で行った.今 年度は,外 国人留学生ばか りでな く,研 究者交流 も含 んで 「広 島大

学 国際交流懇親会」 として実施 した.学 長の挨拶か ら,来 賓紹介,来 賓代表挨拶,留

学生代表挨拶,外 国人研究者代表挨拶,食 事 ・歓 談,ア トラクシ ョンとい うプ ログラ

ムで実施 した.ま た,今 年度 は留学生の子供達のために,キ ッズ ・コーナー も設定 し

た.

12月5日(月)国 際交流ボランテ ィア ・オ リエンテーシ ョン12:30-13:10

ボランティア制度についてのオ リエンテーションを行い,そ の後,15名 が新規登録を

行った.

1月15,16日(土 ・日)国 際交流キャンプ(江 田島)

11月 に開催 した国際交流ボランティアセ ミナーに引き続き,国 際交流キャンプを行った.

引率者は,中 矢で,広 島大学留学生26名 が参加 した.全 体で,100名 の参加者があ り,

江 田島探索,デ ィスカ ッションなどを行い,国 際交流,日 本文化理解を深めた.

2月20日(月)国 際交流会 の開催

教育学部K102に て,国 際交流会を開催 した(14:00-16:00).参 加者は,留 学生および

外国人研究員 ・教員(22人),日 本人学生(18人),教 職員(6人:セ ンターからは多和

田,玉 岡,石 原,中 矢)で あった.活 動内容は,① 卒業生による講演(「留学経験 を就職 に

いかに生かすか」,②討論会(卒 業後のネ ットワーク構築にむけて,就 職活動について,短

期留学後の広島大学への再留学について)で あ り,有 意義な情報交換を行った.活 動につ

いては,HPに 掲載 している.

3月10日(金)留 学生相談協議会

留学生センター長室(K304)に て,留 学生相談協議会を行った(10:00～11:30).出

席者(敬 称略)は,多 和田(留 学生センター長),二 宮(国 際部長),吉 田(留 学交流グル

ープ課長)
,山 崎(留 学交流グループ専門職員),河 本,宿,玉 岡,中 矢,山 岡,森 川,森

元,加 藤,横 山(ハ ラスメン ト相談室)と 非常に多く,以 下のような協議内容について,

活発な意見交換を行 うことができた.以 下,議 事録要旨.

協議題=

1.広 島大学の「新」国際戦略と各部局における取り組みについて
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〇 二宮副学長より,「新」国際戦略の趣 旨説明と留学生受け入れキャパシティについての説明が

行われた.また,各 部局から新しい取り組みを積極的に研究科長あるいは二宮副学長に直接

提案していただきたい旨が伝えられた.

O現 在800人 の留学生に対して,広 大の将来的留学生受け入れ人数の想定が1600人 である

ことについて,特 に学部生の受け入れへ重点がシフトすることが想定されており,その際に大学

が行うべき基盤整備が提案された(学部授業における英語の選択科目化など).

2.全 学オリエンテーションについて

O全 学オリエンテーションへの関連教職員の積極的な参加がよびかけられた.

O運 転免許などの法律の注意の徹底を行うことが最重要事項として確認された.そ の徹底

のために,全 学オリエンテーションのみならず,各 部局における各種オリエンテーション

においても説明・注意喚起を行うことが話し合われた.

O全 学オリエンテーションへの留学生全員の参加の徹底を図るため,指 導教官の名簿もあ

わせて作成し,留 学生がオリエンテーションに欠席した場合の指導を依頼することが提案

された.

3.チ ューターオリエンテーションについて

Oチ ューターが規定の任務を果たすようにするための方策について話し合われた.今 後,チ ューター

が押印する際には,1ヶ 月の活動内容報告として数行記載するように各部局に依頼することが

提案された.

4.そ の他

O「 指導教官のための留学生指導に関する10の 情報」の改訂版を発行することが提案さ

れた.

3月27日(月)「 キャンパスの国際化」フォーラム

世界 の人々にフレン ドリーな大学づ くりとして,多 くの人々が立ち寄って くれ る大

学,留 学生や外国人研究者が満足 して くれ る大学 とはどのよ うな大学であるべきか,

そ してその実現のために どのよ うな改善が実現可能であるかな どとい った視点での報

告 と検討 を行った.

3、月30日(水)2005年 前期 ボランテ ィアチューター ・オ リエ ンテーシ ョン

留学生センターK308に て来年度のチューターオ リエンテーションを行った(13:00

～14:00) .
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と課題一大学院留学生調査 と教員調査の自由記述分析を通 して一」広島大学留学生セ

ンター紀要
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指導部 門 「満足度指標 」報告

窯OO5年 ま 期 ・後 甥 の2回 の 智 学 生 支 援 調 査 よ り1

広 島 大 学 留 学 生 支 援 調 査 購 足 度 指 標 』 の 分 析 詰 果 報 告

広 島大 学留 学生 セ ンター指 導 部

門

教 授 玉 岡 賀 津雄

助 教 授 中矢 礼 美

1.藷O弱 年 度 前期 の 購 足 度指 標 』 の分析 結 果 報 告

2005年 前期の6月 か ら7月 にかけて行った留学生支援調査 の うち,満 足度指標 について以

下に報省する、

1.1調 査対象お よび嗣答者 の属性

広島大学留学生課 より入手 した リス トに従って,2005年5月1日 の現在で広島大学 に登録

した留学生の746名 全員に質問紙 を配布 した.こ の内,質 問紙に圓答 したのは211名 であっ

た.し たがって,有 効回答率は28.15パ ーセン トであった.こ れ らの回答者の学籍は,大 学

院生が1%名(59.7%),学 部生が26名(12.3%),研 究生が 覗 名(19.9%),そ の他が16名(7.6%)

であった.1名 の留学生は記遮がなかった、出身国 ・地域は,中 国が86名(40.8%),韓 国が

20名(9.5%),台 湾 が8名(3.8%),マ レイシアが12名(5、7%〉,イ ン ドネシアが8名(3.8%),

その他 が77名(36.5%)で あった.女 性がlll名(52.6%〉 で,男 性 は,100名(47.4%〉 であった.

また,私 費の留学生が106名(50.2%),国 費の留学生が98・名(46.4%)で,無 記入が7名 であっ

た。また,理 系が69名(32.7%〉,文 系が88名(41.7%〉,そ の勉 が37名(17、%),無 記入が17

名であった、回答 した留学生の平均年齢 は,29歳11カ 月で,標 準偏差は5歳4カ 月であっ

た.最 も若 い留学生は,18歳 で,最 も年長は44歳 であった.ま た,広 島大学での在籍年数

は,平 均が1年10ヶ 月で,標 準偏差が1年6ヶ 月であった.も っとも長いのは,6年8ヶ 月

とい う回答者がいた.ま た,最 も短いのは1ヶ 月であった.

1、慧質 問紙 の内容

質問紙 には,留 学生の属性 として,性 別,年 齢,出 身国 ・地域,学 籍,所 属,私 費 ・公費,

専門,在 籍年数 使用言語 などを記入す る欄 を設 けた.質 問は,留 学生が不満 を抱 きそ うな

項 目について8種 類 に絞 って,「 全 くそ う思わない」が一2点,「 そ う思わない」が一1点,「 ど

ち らとも言えない」がO点,「 そ う思 う」が1点,「 とてもそ う思 う」が2点 で集計 した.こ

の配点であれ ば,マ イナスが不満で,プ ラスが満足を示すので,分 か りやすい.ま た,総 合的

に判断 して,広 島大学での学習 と生活お よび大学の授業や研 究に満足 しているか どうかを嗣
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様 に判断 してもらった.し たがって,満 足度指標 の全体では10種 類の質問項 目である.

丑.3手 続 き

各留学生の名前を記入 した封筒 に,質 問紙 と学内便による返信用の封筒を入れて,留 学生

の管理部局か ら配布 していただいた.ま た,各 管理部局には,質 問紙 の回答箱 を用愈 して,

入れ られ るようにした.さ らに,返 信用の封筒の表 に留学生センター長お よび指導部門教員

の名 前が印嗣 され ていたので,学 内便でも返送が可能であった、

1.魂論文お よび指導教官 との会話 での使周言語

今回の調査では,も う少 し詳 しく回答者 の属性 を聞いた、まず,使 用言語 については,論

文で使用する言語 は,日 本語が11⑪ 名 で,52.1パ ーセン ト,英 語が89名 で42.2パ ーセ ン ト

であった.そ の他 の回答 はll名 で,回 答 しなかった者 が1名 であった.回 答者か らみ ると,

これまでの調査では論文を英語 で書 く留学生 が過 半数 を占めていたが,今 圃の調査では逆転

して,回 答者 の過半数が 日本語 で論文 を書いている とい う結果 であった.ま た,指 導教官 と

の会話 では,日 本語を使用す る留学生が138名 で65.4パ ーセ ン ト,英 語が60名 で28.4パ ー

セ ン トとなった.そ の弛および無 回答 が13名 であった.論 文の場合 と同様 に,日 本語 でコミ

ュニケー ションを取るとい う留学生が多数を占めた.過 去2年 間のデー タは,英 語の使用が

多数を 占めていた ことを考 えると,近 年,日 本語で論文を書き,コ ミュニケーシ ョンを取 る

とい う薪 しい傾向が見 られた.こ れは,今 回の回答者の過半数が文系の留学生が多かったこ

とも影響 してい るであろ うが,日 本語 が重視 されな くてはならない ことを示唆 してお り,興

味深い結果であった.

1、謬満足度指標お よび総合的満足度指標 の概要

lO種 類の質問について,-2点 か ら2点 までの連続変数であると仮定 して,平 均,標 準偏

差 を算墨 した.得 点は,表1に 示 した とお りで ある.す べての満足度指標 において,マ イナ

スはなかった.全 体的にみて,留 学生が広島大学での学習,研 究,生 活に満足 してい ること

を示 してい る、八つの満足度摺標の うち,プ ラスで1点 以上になったのはないが,同 時に特

別低い項 目もな く,過 去の調査に比べて評価 が平板化 してい る、,

乱.窃研究科 ごとの満足度摺標姥較

学部所属の留学生の回答者数 が少ないので,大 学院研究科 ごとの満足度指標 の平均を表2

に示 した.灰 色のセル は,満 足度が平均で+1.00以 上を示 してお り,良 い評価 と考 えてよい.

白いセルが 目立つほど,評 価は 低いことにな る.
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表13皿5年 前 期 の 満 足 崖 指 標 の 平 均 と標 準 偏 差

#満 足 盧 指 標 有 荊 回 答 数 満 足 度 標 準 偏 差

1指 導 敏 員 の 研 究 に 対 す る指 導210L鮪 巳釦

3留 学 生 の 研 究 に 関 す る知 識3四 〇.770.弼

ヨ研 究 室 の 人 達 の 助 言3価0.麗 凹7

4カ リキ ュ ラム の 適 切 性3価O.醒O.兜

5掻 業 の 内 容 の 理 解 加50.59縛2

`大 学 図 書 館 の 利 用3101」70.別

7日 本 で の 生 活 を 楽 しん で い る3111』10.叫

呂留 学 生 セ ン タ1一 の 情 報 提 供=2110.74縛2

#総 含 満 足 廣 指 標 有 勧 回 箸 数 満 足 度 標 準 偏 差

9授 業 と研 究 に 対 す る総 含 的 満 足 三111.脂 自.75

10日 常 生 活 に 対 す る総 含 的 満 足211四2昭3

注:1か ら10ぽ で の 満 足 度 指 標 は,2か ら一2ま で の 変 数 で あ る.

Ta勧1巳1Mε 榔a雛d呂t覗 曲 匿己D巳軸 廿帽o錦a拙 飴血 塀lndピ 笈巳曲th記 皿5舳t舘 贈 きtεr

#紬 曲 血 塀 血d胤 麗nM麟 き5D

1翫p穏 曲 鵬1梛i3t榔 琢fQゴ螂e枷h210L距 口.$0

2Kn醐e己 暮帥fr邸 認ch罰90.770.勇

ヨム曲t榔 曲 罪 曲 甲 醇 血ar蹴 蹴hr癖.m獅 脇20.卯

4E即 巳鵬 捻。柵 釦rO㎜i。u1㎜2艇 踊 呂 四 〇

5Und巴r$t曲d血 呂ofc1部soロnt啓ntき2050.590、92

療Us帥f鷲r由 曜3i唾b畑e32101.170馴

7H鰯 蛇 鋤dhv蛇a雛v廿o㎜1臨2111』1四4

釧 曲 ㎜ 曲 仙 アlnt馨m曲n温 趾u己εntC戯 εr2110.740.聾

#Over曲 廊fa血 塀 血戯 ¢3nMe榔5D

gC1郡 記 冊 難己R郎e臼 ∫ch2111朋O.75

10D曲 五飴 川0.盟 隠 ヨ

皿 惣:P曲 励f詑 嘘 飴ot離巧111崩 翫3v町 肋m2to-2.
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慧.慧⑪蕊 年 度 後期 の 購 足 度指 標 』 の分析 結 果 報告

2005年 後期の1月 か ら2月 にかけて行 った留学生支援調査の うち,満 足度指標 について以

下に報告する.

慧.1調 査蝕 象お よび圃答者 の属性

2005年 前期 と同様 に広島大学留学生課 より入手 した リス トに従って,2005年11月1日 の

現在で広島大学に登録 した全留学生 に質問紙を配布 した、この内,質 問紙 に回答 したのは235

名であった.こ れ らの回答者 の学籍 は,大 学院生が135名(57.魂%),学 部生が33名(143.⑪%),

研究生が49名(20.9%),そ の地が12名(5.1%)で あった.6名 の留学生は記述がなかった.出

身国 ・地域は,中 国が1⑪4名(44.3%),韓 国が20名(8.5%),台 湾が6名(2、 、6%),マ レイ シア

が9名(3.8%),イ ン ドネ シアが10名(4.3%〉,そ の他が36・ 名(15.3%)で あった.女 性 がll7

名(49。8%〉で,男 性は,ll8名(50、2%)で あった、また,私 費 の留学生がll7名(49、8%),国 費

の留学生が111名(47.2%)で,無 記入が7名 であった.ま た,理 系が91名(38.7%),文 系が

94名(40.0%),そ の他が17名(7.2%),無 記入が33名 であった。同答 した留学生の平均年齢

は,28歳7カ 月で,標 準偏差 は5歳6カ 月であった.最 も若い留学生は,18歳 で,最 も年長

は46歳 であった.ま た,広 島大学での在籍年数は,平 均1年8ヶ 月で,標 準偏差が1年5ヶ

月であった.も っとも長いのは,6年8ヶ 月 とい う回答者がいた.ま た,最 も短いのは2ヶ

月であった.

慧.窯質問紙の内容

2⑪⑪5年前期 と同様 に,質 問紙 には,留 学生の属性 として,性 別,年 齢,出 身 国 ・地域,学

籍 所属 私費 ・公費,専 門,在 籍年数,使 周言語 などを記入す る欄 を設けた.質 問は,留

学生が不満 を掩きそ うな項 目について8種 類に絞って,「全 くそ う思わない」が一2点,「 そ う

思わない」が4点,「 どち らとも言 えない」が ⑪点,「 そ う思 う」が1点,「 とてもそ う思 う」

が2点 で集計 した、この配点であれば,マ イナスが不満で,プ ラスが満足 を示すので,分 か り

やすい.ま た,総 合的に判断 して,広 島大学での学習 と生活および大学の授業や研究 に満足

しているか どうかを同様 に判断 してもらった.し たがって,満 足度指標の全体では1⑪ 種類

の質問項 目である.

慧.騒手続 き

やは り2⑪⑪5年前期 と同様に,各 留学生 の名前 を記入 した封筒 に,質 問紙 と学内便による返

信用の封筒を入れて,留 学生の管理部局か ら配布 していただいた.ま た,各 管理部局には,

質問紙 の回答箱 を周意 して,入 れ られるよ うにした、 さらに,返 信周 の封筒 の表に留学生セ

ンター長お よび摺導部門教員 の名前が印剃 されていたので,学 内便でも返送が可能であった.
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灘.魂論文お よび指導教官 との会藷での使周書語

使用言語については,論 文 で使用す る言語は,日 本語がlO8名 で,46.0パ ーセ ン ト(割合

には欠損値を含む),英 語が110名 で 菊.8パ ーセン トであった、その他の言語使用者 は3名

q.3%)で,回 答 しなかった者が14名 であった.回 答者 からみると,こ れまでの調査では論

文 を英語で書 く留学生が過半数 を占めていたが,今 回の調査では,回 答者 の半数 が 日本語,

半数が英語で論文を書いてい るとい う結果であった、また,摺 導教官 との会話では,日 本語

を使用す る留学生が143名 で60。8パ ーセ ン ト,英 語が78名 で33,2パ ーセン トとなった。そ

の他の言語慎用が2名 ①、9%)お よび無回答 が12名 であった、 日本語で コミュニケーシ ョン

を取 るとい う留学生が多数 を占めた、近年,日 本語で論文 を書き,コ ミュニケーシ ョンを取

る とい う新 しい傾 向が見 られた.こ れは,今 圓の圓答者 に文系の留学生が多かったことも影

響 しているであろ うが,日 本語が重視 されな くてはならない ことを示唆 してお り,興 味深い

結果であった.

慧.騒満星度摺標お よび総合的満足度指標 の概 要

10種 類の質問について,-2点 か ら2点 までの連続変数であると仮定 して,平 均,標 準偏

差 を算出 した.得 点は,表1に 示 した とお りである.す べての満足度摺標 において,マ イナ

スはなかった.全 体的にみて,留 学生が広島大学での学習,研 究,生 活 に満足 してい ること

を示 してい る.八 つの満足度指標の うち,プ ラスで1点 以上になったのはないが,岡 時に特

劉低い項 目もなく,過 去の調査に比べて評価 が平板化 してい る.

慧.㊨観究科 ごとの満足度指標瑠較

学部断属の留学生の圃答者数 が少ないので,大 学院研究科 ごとの満足度指標 の平均を表2

に示 した.灰 色のセル は,満 足度 が平均で+1.⑪⑪以上を示 してお り,良 い評価 と考 えてよい.

白いセルが 目立っほど,評 緬 は低いことにな る.
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表12鰯 年 後 期 の 満 足 度 指 標 の 平 均 と 標 準 偏 差

#満 足 度 指 標 有 魏個 答i数 満 足 度 標 準 偏 差

1摺 導 敦 貰 の 甜 究 に 対 す 番 詣 導 慧麗L劉"31

2留 学 生 の 研 究 に 関 す る 知 識 詑 臼O.鞄 巳 鮪

ヨ研 究 室 の 人 達 の 助 言 麗?O.邸 巳 朋

4カ リ キ ュ ラ ム の 適 切 性 詑 臼O砧 巳 胆

5授 業 の 内 容 の 理 解 認10.聾 巳 即

蔽乗 学 図 書 館 の 利 用匿 鵯41憩 臨 羽

7日 本 で の 生 活 を 楽 し ん で い る 認50.別1』0

呂留 学 生 セ ン タ ー・の 情 報 提 供=鶉40.740.麗

#総 含 満 足 度 指 標 有 勧 画 答 数 満 足 度 標 準 偏 差

蓼授 業 と 蘇 究 に 対 す る 総 脅 的 満 足 鴻41』1臨 備

10日 常 生 活 に 対 す る 総 合 的 満 足 認40.認 巳 羽

溢:1か ら10ま で の 満 足 度 指 標 は,2か ら 一2ま で の 変 数 で あ る.

』 朧1M磁 榔 鋤d翫 鋤d肛dD樽 覧胎h螂 ◎錦 鵡factゆrylndε㍑ 紺 曲 愚加05謝Qnd$嘆m麟 鴬r

#馳 飴fa血f郵nd曜 郎nM巳 …蟷3D

樗u輝 幅 蟹鐸1鰯螂t鋤¢鷺飾f購 賦r¢h調OL鱗O・ 欝1

2K榊w1巳d琶 εofrε§巳ar〔h呈 湘 口、720.鮪
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4E即 蓉ct釦n葺fGrα ㎜io櫨㎜2四 口.60』4
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黛⑪⑪瓢隼農後期潔学生支援調査畦1由 認違』への矧 芯に蘭する報藷

自曲龍違欄には.65名 の留学生から回答があった、そのうちなんらかの運絡先を書いていたものは.餌
名であった、以下は.留学生による自由舐述意見.霊 要問題カテゴリー.予 想される対応部周.措 導部門
による対応.留 学生からの返答をまとめた、

自蛾 問題辮 鴨部欝

騰灘灘麟離 馨
鵜 愚 齢

皿繍鵬 鯵総t絵椚鷺dv》 薩hth鷺 　ivl職纒総騰d睡 総r煽騰纒鷺轟vl縦》職麟懸轟t.毘鷺轟顛穫》y鵬y

J羅羅》総轟馨灘鷺d隷 鯵難縢灘繍欝 》》鷺囲麟騒 醗yl職t鷺r鍛 《沈b轟 難轡薩h鵬yl鍮b⑪r議t《 》曙 懸総t難澱

1職 鵬yゼ 難欝鷺総r《襲h総r馨総.Th露 」農欝総職難懸鷺 睡轟麗購鍛醒磯 鴬蕪繍《藷h鷺r餐h総v懲 騨》賦》v掴難U

鵬鷺v繍r{《》羅慧1難撚r函n暮o欝P《 艶rt購煽ti聡欝繍論燃 斑総麟1轟d難bt難 燃t箒th難 鵬.My

欝hy翻 《罵 隷dv誌 蕪rh総 鯵欝rov{燃 鞭燃鵬 蕪 纒蕪n蕪ザo翻鷺 載難翻慧t繍騰礁馨 蕪難P蕪礁撫llyl轟 鵬y留 学

t鷺礁h煽 《濃lt馨r鵬 慧1蕪騒難o轟難叢難 騨副1器 欝{職 瀧y軸t購 驚 ザ響難癖綾r礁h.硯 修 プ 生 セ ン 隷月 調7日

肝 靴 騨ゆ輔 翻瓶 沈b鷺to瀞 麟翻礁ht瀞 撚蕪1《,鵬総y踊 轟翫罪鵬th総 《驚 轟t総r鵬yロ グ ラ ター 暫こメ イ ノレ

1興t鰹r癖鷺tt《》鑑《》《》職f購r駕h懸r鷺t翻 翻絵難 繋翻《幽 総蕊t隷kl轟 纒鍵d瀞 礁t《罪鍵1翻鷺葱r蕪馨{轟 ム 懸藪の(薯 旨導 齪こて 秘奨 お 率Lの窯

欝hy翻 《欝 蕪d蟹《蟻tb職.H⑪v》 蕪v蕪r,th蕪M瞠XT》 》hl鶯h蛉 鵬y$騨o轟$or{職th総 奨 学 金 ・音叢 学 金 奮蕎 メイ ノレ

tr鋤 論1職欝p汽 》霧r鍵麟 》》《》購IU腕 ⑪tb蕪 蕊㎞睡t⑪ 騒翻欝欝⑪就 鵬 蕪f魏rth蕪r.M議y夏 日 ホ 欝藷 騨闇)・ 報 に二つ し曳

r鷺噸翻蕪麟tth蕪 礁蕪論t蕪rf《罪 鷺礁hd雛r鷺hl騨 菖r雛轟t$/1職f⑪r鵬 総樋《灘,慧h⑪ 繭dth蕪yb蕪 学 習 国 際 て 案 内

畿v幽 臨f蟹 堀 鋤 囎 。鱒.部

蒐t総 農1麟⑪ 麟y翻 蕪麟r蕪to蕊tr蕪 纒悪h蕪論 麟y繍o耀 翻 翻tb臨 竃簿ザth蕪J農 降農論蕪難蕪

!畿臨纒も繊纒鷺.蒐蓬輔r蕪雛翻y総 慧駄 麟翼罪麟{$麟 《罫噛fr⑪懸 麟y欝hy翻o蕊 綾綴v蛉 鷺r剛駄艶雛翻⑪》》鵬礫

t⑪ 曝論r《襲魍{論J農 降纏論鷺蕪懸d蕊 騒欝曝蕪ザ難rth鵬 鶴懸》《t難鰹醗 蘇鷺亀鰹r.置k鱒 竃》響 薩v》o疑 圏b曝

u　冊鷺r蘇r沈 嗣Forr職鷺b疑t夏 ㎞嚇1　繰v鷺th総t置 蕪h⑪匙選k潮t繰k鵬 龍 繰蕪轟職oth鷺roh蓬 麹離藪麟纒鷺.

盤月1嚇 日 盤月1フ

留 学 に メ イ ル 日 返

糖 レベル齢 かなか上達しない謙 会講 でまわつてい 目本語 鴛 難 諾講

部門儂 鍵国瞬
艶月旙臼

留学 にメイル

鷹 学習と蜻 に困難は繍 ・しかし瀕欄 がないと思わ 饗 篇 ン難 語辮
部 門 〉 案 肉 と 国際 交 流

R鎚 鵜ot諭1難 撫 欝h粥,

私1ま 日 本 の せ し曳力曳つ1こ な れ ま した ⑪A論dr鵬 繊臨oh叢 欝欝yl論 鵬y

班識t難n叢iv鷺J総 騨載轟総難鷺L叢 論繕し羅蓋繕難d叢 欝欝》》lth麟yfゼ 絵論U欝fr◎ 鵬 竃灘f響欝r鰹論t

離o縫轟t繭鷺難ofth欝 》》⑪dd.B縫t難t纏dyl轟 欝J叢 騨議轟磯難欝L叢 論繕纏叢繕難 欝o購 欝tl鵬鰹難耳 欝月 調7日

d羅 論㌔ 縫轟姻鰹鷺t叢 齢d》 》h撚tth難t難 撚oh難 鵜t総 叢難h.S⑪ 灘懸t鰹 叢難h懲齢 欝P欝謡《 留 学 餌こメ イ ノレ

欄灘翻 騰 黙藏羅鱗1欝糠 葺鴛隷ぎ辮
L鍵 轟繕纏縫繕懲C《 灘 鷺 鶯 脅⑪麟Hlro難hl鵬 議U繭v難 鷺 転y.聾1幽 難v鰹rザor響 欝tth蕪 講轟二)つ し曳て 送

t灘農oh蓉r蕊v》h⑪r灘 撚llykl論 雛 叢論d⑪ 叢r灘翫』lt⑪ 叢llof魏 欝.イ 言

置灘 ⑪⑪齢踊講鱒鶯to$t購dyh叢r雌J縫 欝叢論懲灘難L鍛 論繕蠣撚繕灘 載$r論 転』oh撚 慧紅《箋叢論 》》h馨論

1即 勧欝k撫 麟y㈱ 囎 鞠.
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lh縫V鷺f《灘磁V鶯ryOO論vl轟1繍tth釧 眈鶯r職tb職1就 醐 繍t鵜 醜鐸 解◎鷹織醗3月 噛8

鋤d帥 補錨 鵜1綱M髄 繕1聾J議鱒 講.日 に返

篠羅鰻灘鞍欝騰雛継藁
/T⑪ 繍oo纏 懲齢 就磁 麟 輪t◎ 駄総 欝飴ol翫1総ol銘 論議論d騨 ⑪p難囲yv》orkl髄鑑 との こ

th鱒 慧繕h議d鴨 幽総 鞘繍to難 鵬鯵1齢纒(降o就縫鵜,㎞⑪okl就,創i縫 繍 鵜)と ゆ

Th礁 鷺"r睡鞭論繍轟猛鍵 懸蕪ob$懲t◎th懲 購煽v壕罪麟ty撚 論d㌃h懸雛◎r翻沁 曜 輪 論砿

蝋o瀬 騰纒鉱 翻.Th鷺 驚 臨 灘醜 瞬惣藍勧do,繕d轟 藍t◎ 醗◎vi麓,駄繍給◎駄釧$v餅y携 帯 電

蝋 欝鱗 麟鴨.1一撫h鷺 騰 輪v餅y㎞ 餅1惣艦一 磁轟 窪t鷺x鵬砿th就.1曲o輔dh撚 鴨 諾 に何

7羅錨繍 欝 繍灘黙1野響騨審難
繭鵜 隔鶴繕噛 鷺侮 ⑪u鍵 鷺」撚降撚 縢鱒 就掘 雛 輻 総 噛懸緯{鷺 鱒t撚 雛y侮 驚1齢 番 暑 不

就 慮 麟 撫o麹o総fb蟹,h鎌o鷺 鷺v醗y《》鵜 駄轟⑪騨鷺鷺v難ゼy⑪聡,錨Uv騰 翻 明 ⑪

耀就難醜 騨鷺⑪欝睡 》》h⑪撚欝 餐t叢ll轟纒ザ《鱒dl

明 調鋸
に メイル

儀縷 購 騨 灘 鵬 購 警答な
金の案
内

傭講蟻1灘撫 篇 勲 難群
欝 盤⑪日

1購 繭 麟 驚醜 鶯燃 剛 難翫 曲 瓢幽 麟 漁 繍 慨 ガノキュ 毛イ蓄

鶴欝繍 翻 灘 副1謙磁 論 灘 儲'囁 寵誹 編 体警答な
鋤薦d鋤 蟹鱗嘘総to㎞総繍h錨鵜d伽「th蝋 蘭係 容を教え

て歓しい

私は昨隼に硯 究生として国瞭協力欝究科に入り.一卑間研究生やるつ
もりでしたが.「幸いなこと』に明 の大学醗試験に舎学しました、予定よ
り単年畢く大学號生になれたことを心から喜び.一 生懸甜勉強に融む
つもりでした.しかし.一年間の間に研究生の単年禽の費用(入学金・

授業料)及び大学醗入学に伸う入学金・学費を支拡わなければならな
いことで.現裡.経 涛的にとても書しい状況におかれていまず.今 の状

"欝 鯉蝿 籐纒雷群携 董戴 騙羅総3銃 奨学金本人臨藷 雛の
ましたが.なかなか涙まることができないのが現況です.
このままでは学業のことも大変心配になり.悩みに悩んでいます.
こういうことになったのは.言うまでもなくすべて自己責任であり.自発
で解淡しなければならないことははっきりと分っていますが.もし.ご駒
言やご情報を提供していただければ.大 変ありがたいです.
よろしくお願いいたします.
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FirstofallIhavetothankyouandHiroshimaUniversityInternational

StudentCenter,foryourgreathelptoforeignstudentsinbothlifeand

study.Astheresultsofprevioussurveyshows,youdothebest.Just

thereisaquestionformeandsomeotherstudents.

Whydonottheyuse"MinnanoNihongoVol.1"Book,asthetextbook留 学

1櫨棚韓 羅 謙1難 繍 灘=糠 五静 霧膳 な
usedbutunfortunatelysomegrammarsandalotofwordsfrombook1言 吾)

lsmlsse.

Atlast,Ihavetothankyouagainforyourgreatjob.Iwouldliketo

writethiscommentinjapanesebutunfortunatelyafter9month

studyingjapanes,Icannot.

16灘繍 繍 羅c灘1鎗 糖灘 藩 宿舎騨 票醇な

17勉 強できると思います。整備員にも迷惑かからないと思います。国際協 科学 尾垣つな

構 鯉1斗 理を作ると思つて買いものに行つたが・得れる食材料 響 糞 ン鎌 講

について

3月18

醐 燃 灘 羅 翻 羅 畿譜t英言吾で総合購 イお礼の19難 論 難 蕪 鞭 撒;
lll君ltly　馨学欝 メイル

束 。
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3月17日

にメイ

ル 。行事

によって

は参 加

構溝燕難鰻簾響響縫叢藩辮
馳 ンターやHUS入みたいなイベントカミ全然ありません・みんなが羨ま 希望 騎 力・辱 も

憐鍵繕 灘1鱗難欝 審ll継
がわ か りません 。

3.池 の 上 学生 宿 舎6号 館3階 の キッチンに電 気 の一 つが 去 年年 末 膜か

らず っと切れ ました 。その ままに、とても不便 です 。困 ります 。留 学生 セ
、 一'、 、 、'

際輔羅 灘 羅 灘 灘 瀞 算問紙留学暴 騰
瀧離 糠 ㎜S酬 剛幡 舳 …剛伽ybeの 疑問ター 義にぢし鶴 内

24墜蒲 綿 翻 聡 羅 畿 箋 蕊 認兇鯉 書 卸 経済 騨 導響
後に残る二年の博士課程にどうになるかとても心配です。これからどう
ぞよろしくお願いいたします。
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教 育 交流 部 門

広 島大 学 窺 朝 交婁 智 学(瓢JSA)プ 羅 グ ラ ム

堀 瞬泰司 ・恒松直美

(広島大学留学生セ ンター 教育交流部 門)

活 動 の経 緯 と 目的

広島大学短期交換留学プログラム 似 下.HUSAプ ログラム)は 、短期留学推進剃度の

一環 として
、特に日米文化教育交流会議(カ ルコン)に おいてジュニア ・イヤー ・アブロ

ー ド・プログラムによる留学生の受 け入れを積極的に推進す るよう勧告されていることも

あ り、アメ リカ合衆国を主たる射象国としなが ら北米、オセアニア、アジア、 ヨー ロッパ

諸国の大学(短 期学生交流協定校)に 在籍する学部学生で、本学に一学期もしくは一学年

度の短期間留学を希墾する者を封象 とするものであ。 日本語の習得 に加 え、特別に 「英語

による授業科 跳 を開設することでもって、本学で教育を受ける機会を提供 し、学生交流

を活 性化 させ、本学の一層の国際化に資することを自的とす るものである。そのために特

に本学では、様々な学部から特色ある専門的科 員や 日本 ・アジア理解 を推進する専門的科

自を提供 し、将来、ヨ本やアジア及び世界の事情に通 じた人材の育成に貢献す るとともに、

本学の学生の国際感覚を身につけた大学生の養成を目指 している。

また2⑪ 飢 年 より、こうした交換留学事業がより効率的且つ効果的におこなわれるよ う

U瀬AP事 業が提唱するUCTS(UMAPC㈹ δitT胎n繍e欝Sche㎜e)を 活用 し、単位相互を

積極的に行っている。HUSAプ ログラムは、国際交流推進会議の下部組織である短期留学

交流プログラム部会によって統括 されてお り.部 会は.合 計15名 の各学部代表委員並びに

その他委員 により溝成 されている。但し、実務的な管理運営にあたっては、留学生センタ

ーの教育交流部門並びに国際部留学交流グループがその主たる業務を担っている。

1.受 け入れ プ ログラムの概要

・ 受け入れ期間1一 学期または、一学年

・ 募集人員15⑪ 名

・ 募集方=法1学 生交流協定を締結 している(締 結する)各 国の大学に薄 し募集要項

を配布 し.公 募する

・ 応募資格:

(1)本 学 との問に学生交流協定を締結 している大学の学生または学生交流に

ついて双方が合意 した書簡がある大学の学生

(2)原 劉 として 自国の大学の正規課程3年 次の学部学生(協 定校によっては、
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院生 も含む)

(3)学 業成績が 優秀 で 揖本留学 に熱意 を持つ者

(4)非 英語 圏か ら応募す る学生 にあって は英語 又は 日本語 に よる授業 を履修

で きるの に必要 な語学力 を持っ者

・ 選考方法1短 期 留学交流プ ログラム部会 において .協 定大学 の推薦 とUMAP学 修

計面書 を参考 に しなが ら.書 類 をもって選考す る。

・ 学生 の身分 と受 け入れ方 法:学 生 は、留学生セ ンターで統括 し、学部生 は 「特別

聴講学生」、院生 は 「特別研究 学生」(広 島大学学生交流規定)と して受 け入れ る。

・ 授 業 料等 の不徴収:交 流協定 に基づ く.特 別聴講 学生 と して受 け入れ るので.授

業料等 を徴収 しない。(な お授業料 につい ては、協 定の中で 「相 互不撒収」につい

て合意す る必要が ある)

・ カ リキュ ラム:授 業科 目は、3つ の形態 か ら構成 され てい る。 「特設科 目」は、

鶯USAプ ログラムの学生 のため に特別 に開設 され た主に英語 による授業 であ り.

「常設科 跳 は、概 に学部 で開設 され ていた ものに、翼USAプ ログラムの学生が

登録 した場合 、英語 を交 えて授 業 にす る とい う条件 のついた科 目であ り、 日本 人

学生 と共 に履修す る もので ある。第3に 「日本語 関係 科 目」 は主 に教育学部 が開

設 し.留 学生セ ンターが実施 してい る 日本語 ・日本 事情の科 目で ある。 さらに.

日本語 レベル が上級 の学生は、各学部 で 日本人 学生馬 に開設 され ている授 業を受

講す るこ とができる。 また、授 業科 目はそれ ぞれ の学部が開設 している ものであ

り.そ の統括 は各学部でお こなわれ てい る。以 下が.齢 ⑪5一齢 ⑪6年 度 に開設 され

た授 業科 目一覧表で ある。

勲0⑪砿0麗 年 度授 業 科眉 一 覧

12⑪⑪5年 度秋 学期

1.特 設科 目 齢pec紐C⑪ur騒el

授業科闘名 単位数 備考 受講人数

C蹴纏翻A灘 鵜ねfS鷹n鵜 罰鵜載tb繭髄」鍛麟 蒙単位 教喬学部 蒙

F錨醇L海i轟」鱒鋪 黛蟻櫨立 教育学部11

S輔 輪漁 轟鱒鱒総C副北騰 撚d出"囎掬論 艶単位 教育学部7

S舗 臨幽 鞠1蜘峨騨繍液r耽翻鵜蹴b貌 艶単位 教育学部5

轟鱒騰鎗護鱒瞭w灘 単位 経済学部 咽7

轟鱒鱒鱒S鵜 賊y繍dG鰹論融rl鋤難 艶単位 総合科学部17
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2.常 設 科 目 諏 曙u薫 鯉C⑪u鵜e灘

授業科 鶴名 単位数 備考 受講人数

異文化コ篭ユニケーション論入門 艶単位 総合科学部4

英語圏文学講義 艶単位 文掌部 嚇

適応生理学 黛単位 総舎科学部 欝

言語哲学演習 灘単位 総禽科学部 露

ロ腔の科学=食 生渚と全身の健康 慧単位 歯学部 ⑪

中期英語演習 慧単位 文学部 ⑪

日本の文化の教欝 慧単位 教欝学部 鱒

日本の法制度と社会 灘単位 法学部1⑪

物理科学実験 齢 翌単位 理学部 ⑪

歴史風景解析学 慧単位 文学部 ⑪

アメリカ現代文学演習 慧単位 文学部 縫

人体構造 慧 慧単位 医学部 ⑪

現代語研究 慧単位 文学部 ⑪

臨 ⑪⑪6年 度 春 学 期

1.特 設 科 目 齢peci誠C⑪ 置se灘

授業科 麗名 単位数 備考

O緯鎚一〇蛾欝畿1翫磁睡$⑪論蔭伽鵜嚇輔 盤単位 教育学部

F緯眈睡r鱒fM就 繍 副Sol繍鵜 黛単位 総命科学部

轍 鱗 醐 酵 留HUSA騨 む繕r麟 黛単位 教育学部

」即錨盤馨L撚纒騰欝 繍dLlt餅 撫 灘,撚dT銘ohl論 霧M就h磁$伽rN撫v総 盤単位 教育学部

」鱒錨難舗u鞭 幽 就　偽fr舗 偽 紺 薦t睡P餅 鱒鍵t睡 灘単位 教育学部

M鉱h錨 翻 麟$tr鵜 加r鷺$艶 単位 教育学部

M麟 艦麟C絶 編就ry慧 単位 理学部

P轡 凶⑪蘭y$1欝T鰯 ㎞蝋 総磁MATL縮 騨ゆ騨 鵬編胸霧 盤単位 教育学部
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2.常 設科 目 譲e響 謡躍C⑪u鵜el

授業科目名 単位数 備考

CMOS論 理回路設計 艶単位 工学部

異文化コ駐ユニケーシ嚢ン論演習A盤 単位 総合科学部

英語ディベート演習 £単位 総合科学部

開発と国際教育 盤単位 教育学部

景観生態学 灘単位 総禽科学部

言語学入門 慧単位 総禽科学部

語用論 艶単位 総合科学部

広島・長崎講麿 平和と人権 黛単位 総合科学部

紹胞生物学 艶単位 医学部

地球科学野外巡検A慧 単位 理学部

日ホにおける障害者の歴喪と特殊教育の傾向と課題 艶単位 教育学部

翼本の政治と対外関係 盤単位 法学部

日ホ音楽演習 艶単位 教育学部

物理科学実験A黛 単位 理学部

ヨーロッパ外観・観念分析 艶単位 文学部

英語文法 艶単位 文学部

中世哲学 袋単位 文学部

人体構造邪 艶単位 医挙部

人体構造 欝 灘単位 医学部

医学国際協力研究 盤単位 医学部

日本語 ・日本事 情 関係 科 員

授業科圏名 単位数 開講学期 備考

日本語初級 脇 灘単値 秋学期 留学生センター

日本語初級 旧 黛単位 秋学期 留学生センター

日本語初級 罵 盤単位 秋学期 留学生センター

日ホ語籾級 翼D艶 単位 秋学期 留学生センター
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日ホ諾初級 麗A艶 単位 秋・春学期 留学生センター

費本語初級 肥 灘単位 秋・春学期 留学生センター

日本語初級 夏鵜 艶単位 秋・春学期 留学生センター

翼本語中級 脇 盤単位 秋・春学期 留学生センター

日本語中級 旧1艶 単位 秋・春学期 瑠学生センター

日本語中級 鷺 盤単位 秋・春学期 潔学生センター

日本語中級 夏置A艶 単位 秋・春学期 蟹学生センター

嗣本語中級 肥 盤単位 秋・春学期 蟹学生センター一

日ホ語中級 鵬 慧単位 秋・春学期 留学生センター

翼本語聴解塒別演習A麓 単位 秋・春学期 留学生センター

日本語表現特別演習A愛 単位 秋・春学期 留学生センター

日本語古文特別演習A灘 単位 秋・春学期 留学生センター

臼本語上級B(リ スニング)慧 単位 秋・春学期 瑠学生センター

日本語上級B(映 画)£ 単位 秋・春学期 留学生センター

費本語上級B(古 典)灘 単位 秋・春学期 蟹学生センター

日ホ語上級B(語 藁)変 単位 秋春 学期 留学生センター

日本語上級B(表 現)灘 単位 秋・春学期 留学生センター

日ホ諾上級B(分 析)乞 単位 秋・春学期 留学生センター

日本社会・文化A焦 単位 秋・春学期 留学生センター

日本社会と文化B艶 単位 秋・春学期 留学生センター

日本の思想・哲学A盤 単位 秋・春学期 蟹学生センター

日本思想と哲学B艶 単位 秋・春学期 瑠学生センター

翼本の地域・文化A盤 単位 秋・春学期 留学生センター

日ホの地域・文化B艶 単位 秋・春学期 留学生センター

日本の陳像文化吏A盤 単位 秋・春学期 留学生センター

・受 け入 れ体制の整 備1(1)日 本 におけ る様 々な体験学習 の場 を提供す る。(2)学 生宿

舎(日 本 人 ・留学生混在型)を 用慧す ると ともに、 ホー ムステイ受 け入れ家庭 との交流 も

促進す る。(3)日 本 入学生チ ュー ター を事前 に配麗 し、受 け入れ開始 と同時 に留学生 を支

援す る。(4)日 本語学習 の補助 として 日本 人学生の会話パー トナー を紹介す る。(5)入

国時身元保証人 としては.各 指導教官 に依頼せず.機 関保 障(広 島大学)と す る。(6)本

学 が提供す る教 育の質 を保証 す る活 動の一環 とし、成績証 明書 にUMAPの 単位 互換方式で
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あるUCTSを 導入 し、単位互換 を促進 す る。

翼、齢 ⑪5一船 ⑪6年 度 蕪U鮎 プ ロ グ ラ ム留 学 生 受 け入 れ 状 況

2⑪05-2006年 度 は,ア メ リカ,オ ース トラ リア,イ ギ リス,オ ランダ,ド イ ツ,イ ン ドネ シ

ア,タ イ,ブ イ リピン,韓 国,中 国の42大 学 と1コ ンソーシアム(2002年 度22大 学,2003

年度27大 学,2⑪04年 度21大 学,20⑪5年 度28大 学)か ら計51名(2002年 度39名,20⑪3

年度47名,20⑪4年 度43名,2005年 度51名)の 留学生 を受 け入れた。期間 は,殆 どの学

生 が1年 間の滞在 を希望 してお り,男 女別 で見 ると2⑪05年 度秋学期 は男子学生25名,女

子学生25名 、2006年 度春 学期 は男子 学生21名,女 子学生26名 であった。

瓢.鐙 ⑪硯 鋤6年 度 瓢 購Aプ ロ グ ラム 受 け入 れ 活 勲

串請 ど選 考 漁 ⑪⑪5年 度募集要項 は.勲 ⑪⑪5年 勲月 に各協定大学へ配布 され.3月 末に各大

学 か ら参加希望者 が推 薦 された。推 薦 され た学生 について.4月 に、本学 の選考委員 会に

よってHUSA参 加者 が正式決定 された。今年度 も受 け入れ留学生 の申請 におい て、U瓢AP

学習計画書 も申請 書類 の 中に組み込 み、選 考や 奨学金 の推薦 の参考資料 として利 用 した。

露⑪⑪4年 度 の申請 か ら、受 け入れ 留学生のオ ンライ ン登録 を受 け付 け始 めたが、⑳ ⑪5年 度

も岡 じオ ンライ ン登録 を使用 した。 オン ライ ン登録 によ り.学 生 が直接 イ ンターネ ッ トか

ら情報 を入力 し.受 け入れ留学生 のデ ーターべ 一スが作成 できる よ うになった。昨年 は初

めての試 みで、試行錯 誤 もあ り、 問題 点な どもあったが、本年 は昨年 の経 験 も踏ま え、 よ

り効率的 な形 でオ ンライ ン登録 ができた。HUSA受 け入 れ学生が増加 してい くこ とが予測

され る中、今後 も学 生のデ ーターべ 一ス作成.管 理にオ ンライ ン登録 を活用 してい きたい。

渡 轟前 の惰 報 の堤 供 慧渡 日前 のオ リエ ンテーシ ョン と日本 での生活 の準備 を兼 ねて、広

島大 学及 び 留 学 生 活 に 関す る情 報 を網 羅 した英 語 版 の 「短 期 交 換 留 学 生 用 手 引 き

(亙n鯉㎜翻 ⑪n鞭NewStu"ent動 を改訂 して各学 生に送付 した。また、ホームページに よ

ってHUSAプ ログラム、広島大学、日本 での生活 について詳細な情報 を提供す る とともに.

「よ くある質 問」 を掲載 し留学生 が よく疑 問に思 う事項 について説 明 した。 さらに、黛⑪⑪3

年度HUSAプ ログラムよ り開講 してい るイ ンターンシ ップ ・コースについての情報 も掲載

した。 それ らに加 え.学 生 の個人 的な質 問等には.電 子 メールや フ ァックス を活用 し.直

接個 々のケー スに対応 した。

チ 謡一 ター オ リエ ンテ ー シ ョン1日 本人 学生チ ュー ターに対 し、今年度 も事前 に 慧回の

説 明会 を行 った。 第1回 目は.チ ューター としての全般的 な支援活動 の内容 について説明
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し、第2回 自は、留学生が来 日す る直前に、渡 日後1週 間の事務手続 き並びに寮へ入居す

るまでの具体的な支援活動についてオ リエンテーシ ョンを行った。

見学 ・体験学習 瑠 ⑪⑪5年度春学期には、4月 に詑見会を開催 し.5月 には高田郡甲田町

で開催 された泥んこバ レーボール大会へHUSAチ ームが参加 し.ま た.広 島市で行われた

駅伝カーニバルにもHUSAチ ームが出場 した。また、HUSA留 学生のための書道セ ミナー

を開催 し.書 道を実際に体験す る機会を持った。瀞⑪5年 度秋学期には、毎年のように1⑪

月から11月 にかけて、酒祭 り見学.秋 大祭見学、文化交流のための学校訪問、文化体験学

習の機会を提供 してきた。

授業科 昌の開設状況 翼HUSAプ ログラム罵の開設科 自は、毎年、各学部で審議 され、今

年度 も舘 科 旨(一 般53科 旨.日 本語教育1春 学期%科 目.秋 学期 四 科 恥 が短期交換

留学生のために開講 された。慧⑪⑪⑪年度か ら留学生センターが実施 している日本語教育科 目

は、HUSAプ ログラム用の特設科 目となった。勲⑪⑪3年度か らは初級・中級を特設科 目とし、

上級の科 碧は研修生や正規留学生そして研究生 と合岡で受講す ることになり、幅広い充実

した日本語カ リキュラムが組まれている。

黛⑪03年度より春学期にインターンシップ ・コースを開設 し、黛⑪⑪3年度は企業 ・公官庁に黛

名、瀞⑪4年度及び ⑳⑪5年度には各6名 を派遣 した。豹艇 年度は、インターンシップ終了

後、東広島商工会議所関係者、イ ンターンシ ップ受け入れ企業を含めた東広島経済 岡友会

役員.広 島大学国際担当学長補佐.HUSA担 当教員.国 際部留学生交流グループ職員を交

えて、インターンシップ受講留学生のプレゼンテーションの場を設 け.イ ンターンシップ

体験談を披露 した。瀞⑪5年度は.イ ンターンシップ派遣前に、事前研修を行い.さ らに外

部講師を招いて 「自己啓発セ ミナー」も行い、インターンシップに備 えた。インターンシ

ップ終了後は、東広島商工会議所関係者、及び受け入れ企業の関係者 と懇親会をもった。

地域 との連携の中で大学の国際化 と留学生の 目本での就業体験をさらに充実 したものにし

ていきたい。

文化 交流 支援 浩勲 憲例年通 り二っのホームステイプログラムを実施 した。 師 醐 教育委

員会 と協力 して.11月 に第9回 目のホームステイプログラムを実環 した。参加 した留学生

は各家庭訪問に撫 え、全体での交流や、消防謂練実地体験、祝詞、着物着付け、餅つきな

ど日本文化体験を楽 しんだ。また.忠 海高校 とも協力 し、第4回 轟のホームステイプログ

ラムを行った。家庭でのホームステイに加え.高 校での全体交流、各グループに分かれて、
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茶道.書 道.調 理.メ ディアのクラスなどを体験 した。その他にも.勲⑪⑪6年度春学期には、

昨年同様、友禅染講習を行い.伝 統的 日本文化を学生が体験する機会を設ける予定である。

さらに、当留学生センターの指導部門による国際交流ボランティア制度を利周 し、 日本人

学生の会話パー トナーを短期留学生に紹介 し、交流を促進 した。また、 日本人チューター

を国際交流ボランティア、広島大学電子掲示抜を通 して募集 し、国際交流に関心の高い学

生をチューターとして採用 した。

地域貢献2⑪ ⑪3年 度より.東 広島商工会議所か ら、国際理解のための留学生の母国につ

いての講和を俵頼 されている。慧⑪⑪3年度はフランス ・韓国、2⑪⑪4年 度はアメリカ ・カナ

ダ ・ギリシャ、齢⑪5年 度には ドイツからのHUSA留 学生が商工会議所を訪問し、母国の

文化 ・習慣や 日本 との相違について話 した。また.計3⑪ 名のHUSA留 学生が.地 域の小

学校 ・中学校 ・高校で 「教室で学ぶ国際理解」に参加 し.国 際交流 した。慧⑪⑪5年度 慧月に

は三原市の老人福祉旛設 「サンライズ港町」を訪れ.多 くの老人の方々と交流することが

できた。勲⑪⑪4年9月 及び 勲⑪⑪5年1月 には、国立江田島青年の家 と広島大学留学生センタ

ー との共催で、外国人 と日本人が交流 を通 して異文化灘ミュニケーシ ョン能力を身につけ

ることを目的 とした 「国際交流ボランティアセ ミナー」が江田島青年の家で開催 され、

HUSA留 学生も参加 した。さらに.齢05年11月 には、留学生 と留学生の家族、広島大学

職員の参撫するバス見学旅行 「りんご狩 りツアー」にHUSA留 学生も参加 した。

HUSA広 報活動lHUSAホ ームページにはプログラムの概要、申請方法 スタッフ紹介、

HUSAに 関するニュース.開 講コース案内.シ ラバス、奨学金 ・寮 ・大学施設についての

情報.国 際交流イベ ン ト案内、HUSAパ ンフレッ ト.広 島大学及び地域についての情報な

ど、すべてが網羅 されている。サイ トを常に更新 し、HUSAプ ログラムについての最新情

報を提供 している。

田SAプ ログラム評価 蒙プログラム改善の参考 とするため、毎学期、HUSAプ ログラム全

体評価、各 コース評価、学生チューター評価を行っている。学生にアンケー ト周紙を配布

し.回 収 し.結 果をまとめ、プログラム改善に役立てている。

聾.鐙O轟 一鋤OS年 度 田SA留 学生派遣計画

本学からの留学生派遣事業に関しては.本 年度 も1月 初旬に応募者の選考試験を行い.

1月 中には実施委員会で選考、2～5月 に受け入れ大学へ捲薦 とい う日程で選考 ・捲薦を

行っている。以下は、17年 度募集 に関する情報 と過宏のデータをまとめたものである。
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募集要項

1.制 度の趣旨:

短期交換留学プログラムは、学部生 ・大学院生が短期学生交流協定等に基づいて母国

の大学に在籍 しつつ、派遣先の大学において学習、異文化体験.語 学の実地習得等 を目的

として、概ね1学 年以内の1学 期又は、複数学期教育を受けて単位を取得 し、研究指i導を

受ける醐度で、平成8度 後期から、アメリカ.カ ナダ.オ ース トラ リア.ニ ュージーラン

ド、マ レーシア、タイ、フィリピン.イ ン ドネシア.中 国、韓国、ロシア、ポーラン ド.

オース トリア、 ドイツ、オランダ、スウェーデン、イギリスの大学から主として学部学生

を短期交換留学生 として招致 し、本学の学部学生を各国各協定大学に派遣す るとい う相互

交流=事業である。この交流事業は派遣先大学において授業料不徴収及び単位互換認定の剃

度を内容 としてお り平成17年 度の派遣学生を以下の通 り募集 した。 選考に当たっては、

広島大学短期交換留学プログラム及び独立行政法人 目本学生支援機構(JASSO)短 期

留学推進剃度による海外派遣学生を短期留学交流プログラム部会委員が面接 し選考した。

2.特 徴1

・ 授業料不徴収

・ 単位互換剃度

・ 現地コーディネータのアシスタン ト

・ 短期交換留学生 との留学前の交流 と留学後の現地での交流

3、 出願書類

①派遣申請書(所 定の様式)

②留学計画書(所 定の様式)

③TOEFL成 績表

英語能力を応募条件 とする大学に留学予定の学生;530点(CBT197点)以

上が望ま しい。ただし,USAC語 学文化研修応募希望者については,500点(C

BT173)が 必須条件。

溢.英 語圏以外で英語能力を応募条件 としない大学に留学予定の学生は,別 途行 う

学内語学試験の成績による。

④学業成績証明書(大 学院生については,学 部の学業成績証明書 も含む。)

4.出 願書類提出先及び締切 り

各学部等派遣留学抱当係 平成17年11月28日(月)

5、 面接(口 述〉試験

平成18年1月6目(金)

6.留 学中の学生の身分

この制度を利用 して留学する場合は,「留学願」の届畠を行い,必 ず学長の許可を受

けなければな りません。この場合,外 国の大学での学修は本学の教育課程の延長線上

にあるもの として考えられ,次 のとお り修学上の取 り扱いがなされます。
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・ 外国の大学で学修 した成果は本学の履修単位 として換蜂することが可能であり,従

って換算 された単位は当然卒業に必要な単位数に算入 されます。

・ 「留学」の期間は,在 学期間に箪入され,卒 業に必要な在学期問の一部 となります。
・ 「留学」の期間は,本 学に所定の授業料を支払わなければな りません。

V.田SA留 学 生=派遣事 業の実績

2005年 度の短期交換留学生派遣に関しては.ア メリカ、オース トラリア、中国.韓 国、

イギリス.フ ランス、ガーナの17校 へ26名 を派遣 した。また、2006年 度派遣留学生に

関しては、すでにアメリカ.メ キシコ、オース トラリア、中国、韓国、イギリス、 ドイツ.

スペイン、ポーラン ド、スウェーデン、オース トリアの18校 へ26名 の推薦が決定して

いる。

VI.珊SA留 学生派遣事業 の活動状況

・ 広報活勲 豊鯛年通 り冊SA留 学生も協力 し、留学フェアを7月1日 に開催 した。各

協定大学からの留学生がブースを設け、また 日本人学生の派遣のための説明会も囎

催 した。 日本人学生90名 が留学フェアを訪れた。さらに.8月 の広島大学オープ

ン ・キャンパスでもブースを設け、訪問した高校生にHUSAプ ログラムについて説

明した。早い時期にHUSAに ついて知ってもらうため.4月 に入学する学生に渡す

書類一式の一部でもHUSAに 関する情報を渡 した。HUSAホ ームページにはプログラ

ムの概要すべてが網羅 されているが.サ イ トを常に更薪 し、糊SAに ついての最薪

情報を提供 している。

・ 留学前の情報提供 と留学計醐の健進 雲例年、派遣が決定 した本学の学生に対 し2

度に渡るオリエンテーシ ョンを実施 してお り、留学に関す る一般的な情報 と共に、

協定校から来ている留学生 との交流の場を提供 している。その学生間の交流は留学

後も続き、協定校においても継続的な交流浩動が行われている。また.留 学前に指

導教員重びに学部 との単位互換に関する話 し合いの場を設ける意味で、UMAP学

習計画書を4月 の第1回 目のオリエンテーションで配布 し、留学2～3ヶ 月前まで

に.提 出するよう要求 している。

・ 夏季語学硯修プログラムの健進 潔⑪O難年度 も協定校のサマープログラムの募集 を

行ったがUSACや 韓国の語学研修プログラムに数名が参加 した。今後も特に交流

数の不均衡が生じている協定校で.サ マープログラムを開講 しているものに関して

は、その機会を積極的に利用するよう、さらに募集にも積極的に組み込む計画であ

る。また、3月 には、ハワイ大学を訪問し、国際部が企画 している夏季語学研修プ

ログラムの相互交流企画を提案 し.具 体的にハワイ大学の学生が本学のサマープロ

グラムに参加す るための条件等の情報を得た。
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・1購U特 瑚協力 科 冒の闘灘1派 遣留学を促進するために本学では、情報の公開と説

明会等の開催を積極的に行ってきたが.依 然として、=派遣留学生の応募者数も実際

の派遣学生数 も成長が見られず.違 った視点か らの養成活動が必要であると考え、

18年 度開講を目指 し.INU(hternati。nalNetworkofUniversities)と い う

海外のコンソーシアムを活用し.協 定大学の協力を得て、海外の先生 と共岡で教え

る科 目を開発 した。まず、始めに本学のより多 くの一般学生が履修できるよう、教

養科 目としての開講の手続 きを進め、同時に年度末には、INU協 定校へ担当教員

を募集 し、INU特 劉協力講義AとINU蒋 別協力講義Bの2科 目の開講に成功 し

た。これ らの科 目の特徴は、海外からの英語による授業はWebCT上 で、ビデオ

講義 として学生がいつでも聴講できるよう環境を整え、その講義内容について.本

学の教員が 臼本譜で講義 とディスカッションをするとい う形式で授業 を展開する

点である。留学を希望する本学の学生にとっては、留学先の英語による一般授業を

オンライン上で自分のペースで何時間でも轄回でも繰 り返 し聴講することができ、

尚且つ、 日本人教員によって.翼 本語で内容を確認できる機会もある授業形式は、

留学のための予備教育としては、極めて有効な教授法であると考える。18年 度が

初年度であるので、今後様々な調整が必要であるとは思 うが、今後この新 しい教育

スキームをより充実させ.実 力のある学生の派遣留学事業を開発する計画である。

V翼 、その他 の活動

大 学の国際化 に関す る活勇翫

黛⑪⑪6年3月 には、『「キャンパスの国際化」フォーラム:フ レン ドリーな大学とは … 』

α鵡em繍 ⑪n漉溢駐響C瀧㎜p聡F⑪ru㎜lWh鉱 叢t㎜e鋤欝t⑪わeガ駈 のn磁ゾun叢ver鎌ty/を留学

生センター主催で開催 した。オース トラリア・モナシュ大学留学生オフィス及びアメリカ ・

カ リフォルニア大学バークレイ校留学生オフィスより留学生支援の担当者を招聴 し、広島

大学職員及び海外留学経験のある学生等を招いてキャンパスの国際化についてのプレゼン

テーシ ョン及び討論を行った。さらに、国際部職員.HUSAプ ログラム担当教員、及び海

外から招聴 した留学生オフィス担 当者 を交え、大学の国際戦略について討議 した。フォー

ラム及び討議において、HUSAプ ログラム担当教員は通訳を務める傍 ら、キャンパスの国

際化及び国際戦略についての見解 を述べた。
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臨⑪鋸 年1

3月 文部科学省 の海外先進教育研究実践支援 プ ログラムの支援 を受 け、セ ンター

教員 がベル ギー 、オ ランダ、 フランス.ス ペイ ンを6週 間訪問 し、海 外高等

教育機 関にお ける単位認定鋼度 を調査 した

4月 カナ ダ ・セ ン トメア リー大学人文科学部長 、並びに国際部長 来校

7月 アメ リカ ・ハ ワイ大学 国際部短期 交換 プ ログ ラム コーデ ィネーター来校

アジア ・太平洋大学交流機構(Unive麟tyM⑪ 鰍ityinAsi餓nα%c澁c,以

下UMAP)国 際会議 『UMAPT胎intheT臓in鯉 麟W⑪rksh⑪p⑪nStu飴nt

Exch綾 礪e&U越APC騰 αit駈 鋤s鞭Sch㊧ ㎜姻 タイ高等教育省 主催.タ イ、

バ ンコク.勲 ⑪05年7月 勲8一瀞 日に講師 として、セ ンター教員 が参加 した

8月 オー ス トラ リア ・ラ トロー ブ大学学長補佐 、並びにINUプ ロジ ェク ト担 当

者来校

9月 アメ リカ ・創価大学 国際部交換留学 プ ログ ラム担 当者 来校

1⑪月 イ ギ リス ・レスター大学 国際部交換留学 プ ログラム担 当者 来校

アジア ・太平洋大学交流機構(Unive鯉ty麗 ⑪bilityinA鎌 鍛nδh◎ 盗c,以

下U瓢AP)国 際会議 『C鵬s-B⑪ 掘 蟹S蟹vices⑪fHig短rEδu㈱ti⑪nanδ

UMAPTb㎜ ⑪r野⑪w』U越AP日 本 国内委員 会主催.東 京.慧 ⑪⑪5年1⑪ 月13日

一14日 にモデ レー タ としてセ ンター教員 が参加 した。

蛾 月 「UMAPの 現状 と課題:UCTSとLe鍵 癒n響Oute⑪ ㎜総 に よる教育の質保 註

のあ り方 につ いて」 について 『新 しい留学生教育プ ログラムの開発 と評価 に

関す る研究会』東京外 国語大学主催(鎗 月 鐙 日)に てセ ンター教員が講師

を勤 める

伽 ⑪6鋼

1月 オー ス トラ リア ・ラ トローブ大学 学長補佐来校

2月 ス ウェーデ ン ・マル メ大学(INU)演 奏会 について演出撞 当者 来校

3月 ハ ワイ大学 と広 島大学 のサマースクール ・プ ログラム についての話 し合いの

ため、ハ ワイ大学 ・アウ トリーチ ・カ レッジ学部長 ピー ター ・タナカ教授 を

訪 問

「短期 留学プ ログラム とUMAPの 今後の展 開」 につい て 『平成17年 度第 黛

回横浜 国立大学留学生セ ンター研究 会』、横 浜国立大学留学生セ ンター主催、

(3月 鴉 日)に てセ ンター教員 が講 師を勤め る
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平 成 三7年 夏 ⑳ 蕊 年 度)

賛韓 共 同理 工 系学 部 留 学 生 事 業 協 議 会

お よび 目韓 共 同理 工 系学 部 留 学 生 事 業 推 進 フ 濫 ア

石原 淳也

例年、日韓共同理工系学部留学生を受け入れている主要大学が持 ち回 りで 「日韓共同理

工系学部留学生事業協議会」を主催 し.「 日韓共岡理工系学部留学生事業推進フェア」をコ

ーディネー トしているが.本 年度は広島大学がその任に当たることとなった。

〈日韓共同理工系学部留学生事業協議会 〉

平成17年7月22日(金)、 広島大学の学士会館2Fレ セプシ ョンホールにおいて韓国

慶煕大学校から.国 際教育院金重昼院長.同 酒匂康弘講師.文 部科学省か ら小野寺多映子

高等教育局学生支援課国費留学生係長.目 韓共同理工系学部留学生受け入れ大学か ら約60

名.さ らに広島大学か らは二宮皓副学長.多 和田翼一郎留学生セ ンター長 ・広島大学 日韓

共同理工系学部事業実施部会長をはじめ.約20名 の参加者を逓え 「日韓共同理工系学部留

学生事業協議会」を開催 した。

本事業に関す る日韓協議を中心 とした小野寺係長の講演の後.本 学留学生センター石原

助教授による。本学 ヨ韓共同理工系学部事業5年 問の取 り組みについての報告に引き続き.

慶煕大学校金院長から本年度6期 生に対する韓国内で実施されている予備教育の現状につ

いて、また.大 掛 りなアンケー トか ら見えて くる本事業の課題等についての講演があった。

その後.こ れらの講演 ・報告を踏まえ.い くつかのテーマについて活発な意見交換が行

われた。本年度は初めての卒業生を出した直後とい うこともあ り.出 席者の関心は専 ら卒

業後の進路、蒋に兵役 と大学院への進学 との兼合いをどうするべきかとい う点に集まった。
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平成17年 度 日韓 共同理 工系学部留学生事業鴇議会 プ ログ ラム

主催:広 島大学 留学生セ ンター

日時1平 成17年7月22日(金)1320-17110

会場:広 島大学学士会館2Fレ セ プシ ョンホール

13100-13:20受 付

1320--13:30開 会 の挨拶 広 島大学劇学長 二宮皓

13:30-14:05目 韓共 同理 工系学部 留学生第7期 生の選 抜について 他

一 日韓協議 を踏 まえて一(講 演20分 質疑15分)

文部科学省学生支援課 国費留学生係長 小野寺多 映子

14の5-14135広 島大学 日韓共 岡理 工系学部留学 生事業 の5年 間

(報告15分 質疑10分)広 島大学留学生セ ンター勒教授 石原淳也

14135一 磁4:50休 憩(15分)

14:50・-15:406期 生予備 教育の環状お よびプ ロジェク トについ ての報告

(講演40分 質疑10分)

韓 国慶 煕大学校 国際教育 院 院長 金重蔓

〕韓国慶 煕大学校 国際教育 院 講師 酒勾康弘

1翫40-16:45テ ーマ別討論

日韓共 同理 工系学部留学生事業 のあ り方 について

予備教育 につ いて

個人デー タの取 り扱 いにつ いて

中途退学者 につ いて

控進 フェアにつ いて

次年度 の当番大学 につ いて

1翫45-17:00総 合討論

1710ひ 一17:IO閉 会 の辞 広 島大学留学生セ ンター長 多湘 田眞一郎

1驚30-1翫50懇 親会

一168一



〈日韓共同理工系学部留学生事業推進フェア〉

「日韓共同理工系学部留学生事業推進フェア」は平成16年 度まで韓国ソウル慶煕大学校

において韓国教育振興院主催で行われる陣緯共同理工系学部留学生事業筆記試験合格者お

よびその保護者に対する説開会のあとで、慶煕大学校の全面的なバ ックアップのもと、 日

本側 日韓共同理工系学部留学生事業受け入れ大学が自主的に行 う合同説明会であったのだ

が、本年度よ り韓国側の説明会が韓国教育振興院内で実施 されることにな り前年度までの

ノウハウを使用することは困難 となった。

実施時期、会場の確保 についての検討、また、韓国の関係諸機関との協議 ・交渉を重ね

た結果.平 成17年9月21日(水)13:00よ り、国際教育振興院内において 「日韓共同理

工系学部留学生事業稚進フェア」を開催することが決まった。通訳の手配、6期 生への連絡

については慶煕大学校に御協力頂いた。

推進 フェアへの参加は32大 学、 うち資料のみの参加が4大 学であった。当初.推 進 フェ

アの開始を13:00と 予定 していたが、韓国国際教育振興院の御協力によりブースの設躍が

すでに完了 していたため、12時 過ぎには説明会の終わった合格者 ・父兄が各大学のブース

を訪れて、実質的に推進 フェアが始まるとい う状態となり、予定 されていた時間よりも一

時間1翫0⑪ には推進フェアは終了した。
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留 学 生 と客 員研 究 員 の

家 族 のた め の 日本 語 特 劉 ク ラス

中川正弘

留学生センターでは、広島大学に在籍する外国人留学生、外国人客員研究員などの家族

を対象 とした中級 日本語クラスを窯004年10月 より開講しています。

これは多数の留学生の要望に応 えて行 うもので.広 島大学の外国人留学生.外 国人客員

研究員の生活条件の重要な部分を占める家族の生活を向上させることで.彼 らの研究活動

を側面から支援 します。

日本語の レベルを中級1と 中級Hに 分け、どちらも1コ マ60分 の授業を週二日行います。

受講料:5000円

場所:東 広島キヤンパス内大学会館集会室

講師1留 学生センターの推薦する謝金講師

問い合わせ/受 け付け:広 島大学国際部留学交流グループ

2005年 度繭期 中級17名

中級H8名

2005年 度後期 中r級15名

中級Hll名
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留 学 生 セ ン タ ー 教 員 研 究 ・そ の 他 の 活 動 業 績

噸.研 究 論 文 ・著 書

王 雪,浮 田 三 郎 「日本 と 中 国 に お け る 酒 に 関 す る 諺 の 対 照 考 察(2)」,西 日本 言 語 学 会

機 関 誌 『ニ ダ バ 』,第35号,2⑪ ⑪6年,PP.125-134.

浮 田 三 郎 「現 代 ギ リ シ ア 語 と 日本 藷 に お け る 『金 持 ち と貧 乏 』 に 関 す る諺 の 対 照 比 較 研

究 」,日 本 ギ リシ ア 語 ギ リシ ア 文 学 会 機 関 誌,『 プ ロ ピ レ ア 』 第17号,2⑪ ⑪5年,

p璽》。23-32。

浮 田 三 郎,浅 野 千 恵(2006)「 コ ン ピ ュ ー タ を利 用 した 日本 語 教 育 の た め の こ と わ ざ 教 材 の

開 発 」,広 島 大 学 留 学 生 セ ン タ ー 編 『留 学 生 教 育 』,第10号,2⑪ ⑪6年,pp.1-7.

T縫m繍ok魏,K.ζ ℃◎rpusStudies《)nJ繍p畿nesek&nji鯵,孟 珈 礁 鐙30ゐθゴ4Germε 鵬y,RAM-Verl裁g

&ndT◎kyO,」&p魏n,HituziSyob(),2005.

玉 岡 賀 津 雄 「『決 定 木 』 分 析 に よ る コ ー パ ス 研 究 の 可 能 性:副 詞 と 共 趨 す る 接 続 助 詞 『か

ら』『の で 』『の に 』の 文 中 ・文 末 表 環 を 例 に 」,『 自然 言 語 処 理 』第13巻 ②,2006

年 夢PP.169-179.

Tε駕m繍◎kε駕,K.鵜Theeffect()f㎜orphe搬ich()㎜oph◎ny()nthepr()cessingofJ繍pε 鵬ese

tw《)-k歌njico搬p◎undwords鱒 刃θ3め擁83/7《ブ贋ゼ孟ゴノ78～vol、18夢2005夢pp。281-302。

玉 岡 賀 津 雄 「中 国 語 を 母 語 とす る 目本 語 学 習 者 に よ る 正 順 ・か き 混 ぜ 語 順 の 能 動 文 と 可

能 文 の 理 解 」,『 日本 語 文 法 』,第5巻(2),2005年,pp、92-109、

玉 岡 賀 津 雄 「命 名 課 題 に お い て 漢 字1字 の 書 字 と音 韻 の 単 位 は 一 致 す る か 」,『 認 知 科

学 』 夢 第12巻(2)夢2005年 夢pp.47-73.

Tam菰ok&,K、&Alt搬&nn,G.纒M&them魏tic融lmodelingforJap菰nesek融njistrokesin

rel繍ti◎nt◎frequency箋asy㎜etryandre繍ding♂ 夢670πo盟 θ加03夢vol.10タ2005撃

PP.16-29.

T&m獄ok&,K.&Koi猛u撫i,M.纒Issuesonthe$cr融 醗blingeffectsi訟theproces$ingof

J菰P綾nesesentences:ReplytoMiy菰mot◎ 綾ndN縫k菰mur綾(2005)reg縫rdingthe

exper抽ent瓠studybyK。izu磁 雛dTa磁ok&(2004>欝 『言 語 研 究 』,v。1、129,2006,
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pp、181-226、

T&膿 融ok載,K。,Matsuoka,C。,Sak繍i,H.&M&ki《)k菰,S.編Predicti鷺gattach灘entofthe

lig血tverb-surutoJ繍P畿nesetwo-k畿n3ic《)mpoun(蓋wOrdsusingfour畿spects野 夢

6ソo孟 孟o灘θ孟rゴ03タv()1.10タ2005夢PP。73-81.

T菰m畿ok繍,K.,S繍k融i,H、,K菰w畿h&r繍,」.,瓢 董y&oka,Y.,Lim,H、&Koi懲umi,M,嘉PriOr蓋ty

蓋nfor鵬 融t蓋onusedfOrthepr◎cess童ng◎fJ融p歌nesesentences:The鵬 融t蓋croles,

c繍sep繍rticlesorgr融 騰鵬菰tic菰lfunctions?鱒 磐 ノ∂礎"810fみ70。 ゐ01fη8乙 ～ゴ3オfo

蓋『83θ8■℃.ゐ,vol.34(3),2005,pp.273-324、

Meer騰 歌職,A、&T綾 搬撚ok歌,K.藍 ℃菰nJ歌p菰neseESLstudentsrecognizethecorrectorder

Of繍(蓋jectivesinnOunphr&ses?鯵,肋 オθ塑3孟fo燈81ノ と)撚欝8∬ofO鉱 πfo鍵 ∬灘

〃θ駅θ10囎 θ"孟8だ ゴ ノケ麗o孟foθ 箋v◎1.8(1)肇2⑪06愛PP,1-ll,

Meer瓢&n,A.&T繍 瓢a《)k繍,K.総Japanes穆ESLStudentCorrectnessDecis堂onsf◎rNoun

Ph菰sesExhib董tingShort菰ndLongD蓋st呂nceAdject重veDisorder加g鱒,『 広 島

修 道 大 学 論 集 』 一 人 文 編,v。1.64(2),2005,pp.55-69.

Miy融ok繍,Y、,&T融 ㎜&ok菰,K.纒ACorpusinvesti暮 綾tionoftheright-h歌ndhe繍drule

&PPliedtoJ鼠P菰nese鼠ffixes欝,670孟 オo灘θ孟rゴ05,vol。10,2005,PP。45-54、

田 村 泰 男 「現 代 日 本 語 の 複 合 形 容 詞 ・派 生 形 容 詞 ・畳 語 形 容 詞 に っ い て 」,『 広 島 大 学 留

学 生 セ ン タ ー 紀 要 』,第16号,2⑪ ⑪6年,pp.13-20、

多 科 田 翼 一 郎,趙 志 劉 「『琉 球 課 』 オ 段 音 の 漢 字 表 記 に つ い て 」,『 日 本 語 教 育 を 起 点 と

す る 総 合 人 間 科 学 の 創 出 』(広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 日 本 語 教 育 学 講 座 推 進 研

究 平 成16年 度 報 告 書),20⑪5年,pp。2⑪9-223.

多 鞠 田 眞 一 郎 「日 本 の 国 語 文 法 教 育 一 中 学 校 国 語 教 科 書 を 中 心 と し ℃ 一」,韓 国 文 法 教 育

学 会 『文 法 教 育 』,第2号,2005年,pp、113-131(原 文 は 韓 国 語)

恒 松 直 美 「短 期 交 換 留 学 プ ロ グ ラ ム 留 学 生 の た め の 英 語 で 行 う授 業 の 日 本 人 学 生 へ の 開

講 ニ ー ズ 調 査 」,配 広 島 大 学 留 学 生 セ ン タ ー 紀 要 』,第16号,2006年,PP.31略3.

恒 松 直 美r大 学 国 際 戦 略:国 際 カ リ キ ュ ラ ム 構 築 と 日 本 人 学 生 の 参 加 」,広 島 大 学 留 学 生

セ ン タ ー 編 『留 学 生 教 育 』,第10号,2006年,pp.9-28.
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中 州 正 弘 「日本 語 に お け る 主 観 の 表 明 一ゼ ロ 人 称 の 文 法 一」,広 島 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

編 『留 学 生 教 育 』,第10号,2006年,pp、29噸2、

中 矢 礼 美 「イ ン ドネ シ ア に お け る 自律 的 学 校 経 営 に 関 す る研 究 」,『 広 島 大 学 国 際 教 育

協 力 論 集 』,第8号(2),2⑪05年,pp.51-62.

中 矢 礼 美 「ガ ル ー ダ を 掲 げ る 学 校 」,二 宮 皓(編 著)『 世 界 の 学 校 』,学=事 出 版,2006

年 肇PP.15斜65.

中 矢 礼 美(共 著)『 異 文 化 を 背 景 とす る 子 ど も た ち へ の 教 育 支 援 に 関 す る研 究 報 告 一 多 様

性 を 受 け 入 れ る 活 力 あ る社 会 を め ざ し て 一 』,広 島 大 学,2005年.

深 見 兼 孝 「日本 語 と軸 鮮 語 の 逆 接 の 『接 続 語 』 に つ い て 」,『 広 島 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

紀 要 』,第16号,2⑪06年,pp。H2.

ヂ光 鳳,=深 見 兼 孝,林 絃 情 置ベ ー シ ツ ク 韓 国 語 』,広 島 大 学 生 協,2006年.

堀 田泰 司 「ヨ ー ロ ッ パ に お け る 高 等 教 育 改 革(B・1。g轍Pr・cess)-ECTS(Eur・peanCredit

T惣nsferSche齢)とLeamingOutcomeの 果 た す 役 害軽」,『 広 島 大 学 留 学 生 セ ン タ

ー 紀 要 』 第16号
,2006年,pp.21つ9.

£.学 会 発 表

浮 田 三 郎 講 演 「現 代 ギ リ シ ア 語 と 日本 語 に お け る 『金 持 ち と 貧 乏 』 に 関 す る 諺 の 対 照 姥

較 研 究 」,日 本 ギ リ シ ア 語 文 学 会,広 島 大 学,20⑪5年10月29日.

T魏懸&ok菰,K.誌Effect80f鵬or&,b孟 一醗or呂 魏ndwDrdfrequenc蓋esonJ魏P&nese

phonol(》gic&lprOcessing鱒,The3rdSe(》ulIntern繍tion繍lConferenceon

Phonology,NewMillenniumH&ll,YonseiUniversity,Seoul,Korea,June24-25,

2⑪05、

玉 岡 賀 津 雄,栗 林 裕,漕 井 弘 纒Psycholinguisticinvestig綾tionofsubject

incorp()r菰tionintheprOce$singOfTurki$hactive$entence$withtr綾nsitive

verb♂,日 本 言 語 学 会 第130回 大 会,国 際 基 督 教 大 学,2005年6月U目 一12日.

玉 岡 賀 津 雄,林 舷 情,宮 岡 弥 生 「日本 語 と韓 国 語 の 文 処 理 に お け る ス ク ラ ン ブ ル 効 果 」,

韓 国 日本 文 化 学 会2005年 度 春 季 国 際 学 術 大 会,大 田 大 学 校,韓 国,2005年4月

30日.
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玉 岡 賀=津 雄,田 中 潤 一 「名 詞 句 と能 動 文 に お け る コ ロ ケ ー シ ョ ン頻 度 の 影 響 」,電 子 情

報 通 信 学 会 『思 考 と言 語 』 研 究 会,九 弼 大 学,2005年7月9日.

玉 岡 賀=津 雄,栗 林 裕,酒 井 弘 「トル コ 語 の 主 語 編 入 に 関 す る 言 語 心 理 学 的 考 察 」,第266

回 広 島 言 語 文 化 談 話 会,広 島 大 学,2⑪05年4月23日.

丁繍灘載oR融,K.,Miyaok融,Y、,Wu,Y、&Kondo,Y.纒Ho騨wellc呂nlearnersofJ繍panese

騨ritek繍njie懲beddedinhigh繍ndlo響frequency響ords?-Acomp綾risonbet騨een

Ch董nes㌫ 雛dTurkish唱pe融MngJ&p撒esele鍵ners》 》,第270回 広 島 言 語 文 化 談

話 会,広 島 大 学,2005年10月29日.

Chen,H-C.,Y&㎜auchiT.,T繍m畿oka,K.&V魏id,」.1.纒Wordrecognition(iepen《ison

script:Ac()醗P繍risonOfJ魏P敬nesek繍nji繍ndhir菰gana響,Thel7騰Annu蹴l

C◎nventionofAmeric繍nPsychol《)gic&lSociety,LosAngelesCA,M&y2005.

村 岡 諭,玉 岡 賀 津 雄,宮 岡 弥 生 「文 理 解 に お け る 語 順 と有 生 性 の 関 係 」,日 本 心 理 学 会

第69回 大 会,慶 応 義 塾 大 学,2005年9月1⑪ 日一12日.

T繍n呂k菰,」.-1.,T隷 搬菰ok呂,K.&S繍k呂i,H.鋸Syntacticprimingeffectsintheprocessing

of繍he融d-f孟n&ll魏ngu鼠ge欝,The19thAnnu融lCUNYConferenceonHum菰nSentence

PrOcessing,NewYork,U.S.A.,M繍rch23-2520⑪6.

田 中 潤 一,玉 岡 賀 津 雄,酒 井 弘 「日本 語 の 文 処 理 に お け る 動 詞 の 影 響 一 統 語 的 ・語 彙 的

プ ラ イ ミ ン グ を 矯 い て 」,日 本 言 語 学 会 第131回 大 会,広 島 大 学,2005年ll月

19日 一20日.

多 神 田 翼 一 郎 「外 国 資 斜 に よ る 日本 語 研 究 一 沖 縄 語 ハ ン グ ル 資 料 を 中 心 と し て 一,大 田

人 文 学FOru鵬,忠 南 大 学,韓 国,窯005年9月 慧2日 。

恒 訟 直 美 「広 島 大 学 短 期 交 換 留 学 プ ロ グ ラ ム(HUSA)留 学 生 の た め の 英 語 で 行 う授 業 の 目

本 人 学 生 へ の 開 講 ニ ー ズ 調 査:国 際 カ リ キ ュ ラ ム 構 築 に 向 け て 」,日 本 総 合 学 術

学 会2005年 度 秋 季 大 会,2005年10月8ヨ.

=深見 兼 孝 「目本 語 の 『テ モ ラ ウ』 は 朝 鮮 語 で ど の よ う に 翻 訳 さ れ る か 」 ,日 本 総 合 学 術

学 会2⑪05年 度 春 季 大 会,神 戸 大 学,2005年5月28目.,

堀 田 泰 司 「ヨ ー ロ ッパ に お け る 高 等 教 育 改 革(B・1・gnaPr・cess)lECTS(Eur・p鎗nCredit

T搬nsferSc臨eme)とLe&rningOutcomeの 果 た す 役 罰 」,第41回 目本 比 較 教 育 学

会,日 本 大 学,窯005年6月%日 。
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3.学 箭硯甕補助金

玉岡賀=津雄 研究代表者(平 成16年 度～平成17年 度)基 盤研究C② 「中国語 ・韓国語お

よび トルコ語を母語 とする日本語学習者の日本語語順の習得」

玉岡賀津雄 研究分桓者(平 成14年 度～平成16年 度)基 盤研究C② 「動詞形態の認知処

理過程を手がか りとした言語機構の樽造の解開」(研究代表者 一広島大学 ・大学院

教育学研究科 ・助教授 ・酒井弘)

玉岡賀津雄 研究分担者(平 成16年 度～平成18年 度)基 盤研究C② 「動詞の項溝造,統

語構造 と基本語順に関する認知脳科学的研究」(研究代表者 一東北大学 ・大学院文

学研究科 ・言語科学専攻 ・助教授 ・小泉政利)

玉岡賀津雄 研究分担者(平 成16年 度～平成21年 度)独 立行政法人科学i技術振興機溝

(JST>・社会技術研究システム誰進室 ・社会技術研究事業,研 究領域 「脳科学 と教

育 タイプH」 研究課題 「言語の発達 ・脳の成長 ・言語教育に関す る統合的研究」

(研究代表者一首都大学東京 ・人文学部 ・助教授 ・萩原裕子)

中矢礼美 研究代表者 「Co即etencyBasedCurriculumに 関する国際比較研究」(平 成17

年4月 ～平成20年3月 まで)科 学研究費補助金(若 手B)

中矢礼美 研究代表者 「アジアにおける 「能力開発型」 カリキュラムに関す る国際姥較研

究」(平 成16年12月 ～平成18年3月)平 成16年 度後期研究支援金」

中矢礼美 研究代表者 「外国人児童 ・生徒への地域での教育支援方策のあり方等に関する

研究」平成16年 広島大学地域貢献研究(平 成17年10月 まで)

中矢礼美 研究分拒者 「グローバル時代に対応 した国際理解教育のカリキュラム開発に

関する理論的実証的研究」(2003年4月 ～2006年3月)学 会科研費研究

4.そ の他の活動

A.地 域貢献.裡 会貢献

浮田三郎 財団法人石田教育振興財団評議員

多和田翼一郎 「キワニス留学生奨学金 揖本語作文」審査委員会委員長

堀田泰司UMAP日 本国内委員会専門委員
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B.学 金 渚 勲

石 原 淳 也 目本 語 教 育 学 会 研 究 集 会 委 員 会 中 国 地 区 委 員

石 原 淳 也 韓 国 目本 文 化 學 會 海 外 理 事

浮 田 三 郎 日本 ギ リ シ ア 語 ギ リ シ ア 文 学 会 副 会 長

浮 田 三 郎 言 語 文 化 教 育 学 会 理 事

浮 田 三 郎 西 日本 言 語 学 会 蓮 営 委 員

玉 岡 賀 津 雄 舜本 認 知 科 学 会 運 営 委 員

玉 岡 賀 津 雄 目本 言 語 学 会 役 員

玉 岡 賀 津 雄 日本 音 韻 論 学 会 理 事

玉 岡 賀 津 雄 日本 読 書 学 会 理 事

KatsuoTa難aok綾Internation&lRe&di簸gAssociation,JapaneseRepresent&tive《)fthe

Internation&lDevelopmentinAsi農Committee

多 麹 田 眞 一 郎 日本 総 合 学 術 学 会 会 長

多 湘 田 曇 一 郎 韓 国 日本 文 化 学 会 海 外 理 事

中 矢 礼 美 『国 際 教 育 協 力 論 集 』 編 集 委 員

=深見 兼 孝 西 日本 言 語 学 会 還 営 委 員

深 見 兼 孝 目本 総 合 学 術 学 会 理 事

C.講 演 ・ワ ー ク シ ョ ッ プ 等

石 原 淳 也 講 演 「広 島 大 学 目韓 共 岡 理 工 系 学 部 留 学 生 事 業 の5年 間 」,日 韓 共 岡 理 工 系 学 部

留 学 生 事 業 協 議 会,広 島 大 学,2005年7月22日.

浮 田 三 郎 公 開 講 座 「現 代 ギ リ シ ア の 言 語 と文 化 ② 」,広 島 大 学,2005年5月3⑪ 日一

6月20日.

T裁驚aok縦,K.Conference纒Psychologic綾linvestig菰tio職intothe鵬echanis騰sof

J&p&nesephonologic&lprocessing勢,UtrechtInstituteofLinguisticsOTS,

F菰cultyofArts,UtrechtUniversity,theNetherlands.,M菰rchl,2006.
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玉 岡 賀=津 雄 講 演 「出 会 い と 統 計 と研 究 の 多 様 な 可 能 性 」,関 西 英 語 教 育 学(KELES)大 学

英 語 教 育 学 会(JACET)関 西 支 部 お よ び 外 国 語 教 育 メ デ ィ ア 学 会(LET)関 西 支 部 共 催

第10回r卒 論 ・修 論 」 研 究 発 表 セ ミナ ー,岡 志 社 大 学,200㊨ 年2月19日 、

玉 岡 賀 津 雄 講 演 「脳 は 漢 字 を どの よ う に 認 知 処 理 し て い る か 一 最 薪 の 言 語 心 理 学 研 究 成

果 か ら 一 」,長 岡 鼓 術 科 学 大 学,2006年1月10舜 、

玉 岡 賀=津 雄 講 演 「日本 語 の 研 究 と教 育 に 関 す る デ ー タ の 統 計 解 析 」,第2圃 日本 文 化 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 国 際 学 術 セ ミナ ー 健 国 大 学 校,師 範 大 学 日本 語 教 育 学 科 ・大 学

院 目語 日文 学 科 ・教 育 大 学 院 目本 語 教 育 専 攻 主 催),建 国 大 学 校 ・師 範 大 学,韓 国,

2005年11月5日.

多 和 田 翼 一 郎 講 演 「螺 旋 状 の 言 語 変 化 一 沖 縄 語 を 例 と し て 一 」,日 本 総 合 学 術 学 会 春 季

大 会,神 戸 大 学,2005年5月28日 、

堀 田 泰 司 講 演 「知p&neseCultur&lBriefing」,『UNITARTr撮ningWorksh。p。nWorld

HeritageMa照gement:A%lue-B融sedAppr。 綾ch』 研 修 コ ー ス,国 連 訓 練 調 査 研 究

所(UNITAR)ア ジ ア 太 平 洋 地 域 広 島 事 務 所,2⑪05年4月17日.

堀 田 泰=司 講 演 「知p獄neseCultur&lBriefing」,『UNITARTrainingWorkshOponForeign

DirectInves伽entf。rDevelO脚entF漁ncing』 研 修 コ ー ス,国 連 訓 練 調 査 研 究

所(UNITAR)ア ジ ア 太 平 洋 地 域 広 島 事 務 所,2005年5月15目

堀 田 泰=司 講 演 「UCTSWorkship加B融kOk:U漁PActMty加 翫roshi鵬University」

(7月28日),「Opportunities&ThreatstoP鍵tidp&teinUMAP」(28日),「 ヨ

ー ロ ッ パ に お け る 高 等 教 育 改 革(Bolognapr。cess)ECTSとLearningOutcome

の 果 た す 役 罰(29日),ア ジ ア ・太 平 洋 大 学 交 流 機 構(UniversityM。b蓋hty蓋n

Asi餓nd%df孟c,以 下UMAP)国 際 会 議 『U撚PTr&int血eTr撮nersW。rkshopon

StudentExch&nge&U甑PCreditTr雛sferSche鵬 』,タ イ 高 等 教 育 省 主 催,バ ン

コ ク,タ イ,2005年7月28日 一29日

堀 田 泰 溺 講 演r知 脚neseCultur温Briefin8」,『UNITARHiroshi囎Fello騨shipfor

Afgh繍ni漁n』 研 修 コー ス,国 連 訓 練 調 査 研 究 所(UNITAR)ア ジ ア 太 平 洋 地 域 広 島

事 務 所,2⑪05年9月25日.

堀 田 泰 司 モ デ レ ー タ 兼 講 演 「lssues雛dChallengesintheProvisionofHigher

Educ&t孟onCr。ss-BorderSeMces」,ア ジ ア ・太 平 洋 大 学 交 流 機 構(University
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恥b蓋htyinAsi獺ndP&c蓋f蓋c,以 下UMAP)国 際 会 議 置Cross-B。rderServices。f

Hi暮herEduc菰tion融nd鵬APTomorro輔,U撚P日 本 国 内 委 員 会 主 催 東 京,2005

年10月13日 一14日.

堀 田 泰 司 講 演r知P歌neseCultur撮Briefing」,『UNITARTr瓠ningWorksh◎ponFood

Security』 研 修 コ ー ス,国 連 謂 練 調 査 研 究 所(UNITAR)ア ジ ア 太 平 洋 地 域 広 島 事 務

玩2005年10月23日.

堀 田 泰 司 講 演 「u懲Pの 現 状 と 課 題lUCTSとLe鍵ningOutcomesに よ る 教 育 の 質 保 証 の あ

り方 に つ い て 」,新 し い 留 学 生 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 と評 価 に 関 す る 研 究 会,東

京 外 国 語 大 学,20⑪5年12月10日.

堀 田 泰=司 講 演r知paneseCu!turalBriefing」,『UNITARHiroshi齢Fell。wship:

StrengtheningC&pacitiesoftheI漁qiCivilService』 研 修 コ ー ス,国 連 謂 練

調 査 研 究 所(UNITAR)ア ジ ア 太 平 洋 地 域 広 島 事 務 所,2005年12日ll日.

堀 田泰 司 講 演 「短 期 留 学 プ ロ グ ラ ム とUMAPの 今 後 の 展 開 」,平 成17年 度 第2回 横 浜

国 立 大 学 留 学 生 セ ン タ ー 研 究 会,横 浜 国 立 大 学 留 学 生 セ ン タ ー,2⑪05年3月29

日.

む.そ の 弛 教 糞 溝 勲
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